
TAKE FREE

2014.11  No.106

平成 26年 11月発行（毎月１日発行）　Shimotsuke City Public Relations

11

20ｍのかんぴょう巻き！グリムフェスティバル20ｍのかんぴょう巻き！グリムフェスティバル



　

今
回
は
、
第
４
章
「
議
会
」
と
第
５
章

「
行
政
」
を
取
り
あ
げ
ま
す
。

　

第
４
章
で
は
、
議
会
の
役
割
、
責
務
、

運
営
や
議
員
の
責
務
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
ま
す
。

　

第
５
章
で
は
、
市
長
の
責
務
、
職
員
の

責
務
、
行
政
運
営
上
の
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

自治基本条例

教
え
て
！ 

自
治
基
本
条
例

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

市の最上位計画である総合計
画を市民参画のもとに策定し
ます。

効率的な業務遂行を進めるた
め、機能的な組織体制づくり
に努めます。

　いずれもごく当たり前のことですが、自治基本条例ではルー
ルとして明示しています。
　市では、条例の趣旨に基づき「市民が主役のまちづくり」の
実現に向け、市民の皆さんがこれまで以上に市政に参画できる
機会を確保し、その意思が反映される市政運営を行います。

今
月
の
ポ
イ
ン
ト

「
議
会
（
議
員
）
の
役
割
、
責
務
」

「
市
長
と
職
員
の
責
務
」

■出前講座をご利用ください■
　自治基本条例について、市内のグ
ループ・団体への個別説明会も行って
いますので、お気軽にお問い合わせく
ださい。

　議会は、市民を代表する機関であり、市民の意
思が市政に反映されるよう市民意思を適切に把握
し、開かれた議会運営に努め、その権能を十分に
発揮しなければなりません。
　また、議員個人は、直接選挙によって選ばれた
市民の代表であり、市民の意思を市政に反映させ
る責務を果たすよう努めなければなりません。
　平成25年10月からは、議会のさらなる活性化と
市民に身近な議会となることをめざした議会基本
条例が施行されています。これにより、議会報告
会や市民との議員研修会の実施などの活動を行っ
ていくこととなっています。

　市役所の仕事をもっと分かりやすく市民に身近なものとするために、市長をはじめ
とする執行機関は、市民の視点に立った市政運営を行います。

◆議会の役割と責務（第１６条）◆

　市の代表として、公正かつ誠実に市政を運営し、市民の負託にこたえます。
　特に、市政の現場である地域社会や市民生活の実態を把握して、市民の意見
を市政に反映することに努めることとします。

◆市長の責務（第１８条）◆

　市民全体の奉仕者として、また、市民の一員であるという自覚をもって、公正かつ
誠実に職務を行います。
　また、多様化する職務に対応するための能力の向上に努めます。

◆職員の責務（第１９条）◆

◆市政運営（第２０条～第３０条）◆

もって、公正かつ

総合計画

行政組織

災害等の緊急時を想定した危
機管理体制を構築します。

危機管理

計画的な財政運営を行い、財
政の健全化を図り、財政状況
を分かりやすく公表します。

財政財務

施策の立案、決定及び評価に至るま
での過程について、市民への情報提
供に努め、分かりやすく説明します。

説明責任

市民からの提案、要望、意見
等について、速やかに対応し
ます。

応答責任

効率的かつ効果的で透明性の高い市政運
営をするため、市民参画のもと行政評価
を実施し、結果を分かりやすく公表します。

行政評価

処分、行政指導、届出等に関する
手続について、公正の確保、透明
性の向上、手続の迅速化を図ります。

行政手続

Shimotsuke
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自治医科大学附属病院　連携協働コラム

　

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」）
は
平
成
18

年
に
開
設
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、来
年
9
月
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
9
年
が
経
過
し
ま
す
。
一
般
的
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
初
め
の
勢
い
は

よ
い
け
れ
ど
徐
々
に
志
気
が
低
下
し
、
活

動
者
が
減
少
す
る
傾
向
に
陥
り
や
す
い
の

で
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
当
セ
ン
タ
ー

は
毎
年
１
０
０
名
を
超
え
る
登
録
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
7
割
の
方
が
毎
月
定
期
的
に
活

動
し
て
く
だ
さ
り
ま
す
。
ま
た
、
活
動
歴

5
年
以
上
の
方
が
全
体
の
半
数
を
超
え
て

お
り
、本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

○
セ
ン
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　

導
入
し
た
目
的

　

セ
ン
タ
ー
は
高
次
小
児
医
療
の
施
設
で
、

難
治
性
疾
患
や
重
症
疾
患
に
日
々
向
き
合

う
医
療
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど

も
た
ち
と
ご
家
族
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
て
も
明
日
へ
の
希
望
を
抱
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
た
い
と

願
い
ま
し
た
。

　

重
い
疾
患
を
告
げ
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

と
ご
家
族
は
、「
ど
う
し
て
自
分
が
…
こ

の
先
ど
う
な
る
の
…
」
と
怒
り
や
不
安
が

増
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
思
い
を
軽

減
す
る
に
は
、
病
院
の
職
員
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
存
在
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
家
族
で
も
、

作
れ
る
よ
う
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容

①  

外
来
活
動
：
案
内
、
診
察
待
ち
の
子
ど

も
の
見
守
り
な
ど

②  

病
棟
活
動
：
乳
幼
児
を
対
象
に
し
た
保

育
活
動
の
援
助
、
学
齢
児
を
対
象
に
し

た
学
習
・
余
暇
活
動
の
援
助
、
病
棟
行

事
参
加

③  

作
業
活
動
：
装
飾
…
季
節
の
装
飾
を
製
作
。

手
芸
…
肌
着
、
バ
ギ
ー
カ
バ
ー
な
ど
の

製
作
。
園
芸
…
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
草
花

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
そ
の
他
…
水
槽
清

掃
な
ど
。

　

以
上
が
主
な
活
動
で
、
各
活
動
は
平
日

行
っ
て
い
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
活

動
を
し
て
い
ま
せ
ん
。）

　

そ
れ
以
外
に
、花
咲
ｊ
ｉ
ｉ
の
活
動
（
毎

月
第
３
ま
た
は
第
４
日
曜
日
の
午
前
中
に

行
わ
れ
る
園
芸
活
動
）
が
あ
り
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
か
ら
の
声

・ 

子
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
え
た

・  

子
ど
も
や
家
族
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ

と
が
多
く
、
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。

医
療
従
事
者
で
も
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
の
「
共
感
」
や
「
寄
り
添
い
」
が
あ
る

こ
と
で
、
怒
り
や
不
安
が
少
し
吸
収
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
生
活
者
と
し
て

の
視
点
を
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、

病
院
と
い
う
非
日
常
の
中
に
日
常
性
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
果
的
に
は
、

医
療
の
質
の
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　

仕
事

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
が

あ
り
、そ
こ
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。
近
頃
で
は
、
病
院

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
開
設
時
か
ら
専
任
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
の
は
全

国
で
も
例
が
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
導
入
に
積
極
的
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
は
、
一
言

で
い
う
な
ら
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
で
す
。
病

院
の
中
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
円
滑
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
力
を
充
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ら
で
は
の
気
づ
き

を
活
か
せ
る
よ
う
に
調
整
し
ま
す
。
更
に

は
、
活
動
に
お
け
る
不
安
や
戸
惑
い
等
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
と
一
緒
に
よ
り
良
い
医
療
環
境
を

・  

お
金
が
介
在
し
な
い
か
ら
純
粋
な
気
持

ち
で
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・  『
あ
り
が
と
う
』の
一
言
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
。

・  

自
分
が
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思

え
る
の
は
嬉
し
い
。

・  

仲
間
が
で
き
て
楽
し
い
。

・  

ノ
ル
マ
に
縛
ら
れ
な
い
の
で
の
び
の
び

で
き
る
。

○
職
員
側
か
ら
の
声

・  

職
員
が
で
き
な
い
細
や
か
で
ゆ
っ
た
り

し
た
対
応
を
し
て
も
ら
え
る
。

・  

発
想
が
豊
か
で
感
心
す
る
。
職
員
に
真

似
で
き
な
い
。

・  

子
ど
も
達
や
家
族
に
柔
軟
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
。

○
最
後
に

　

毎
年
４
月
に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明

会
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ポ

イ
ン
ト
は
『
共
感
す
る
』『
寄
り
添
う
』
と

い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ

の
言
葉
は
〝
言
う
が
易
し
行
う
は
難
し
〞

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
地
道
な
活
動
を
重

ね
な
が
ら
「
共
感
」
し
「
寄
り
添
っ
て
」

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
下
野

市
民
の
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
に
潤
い
を

　
　

も
た
ら
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

鈴
木　

ふ
じ
え

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

Shimotsuke
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10
月
５
・
６
日
、
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

で
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
囲
碁
交
流
大
会
が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
棋
士
が
腕

を
競
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
武
宮
正
樹
九

段
を
は
じ
め
と
す
る
５
人
の
プ
ロ
棋
士
が

指
導
対
局
等
を
行
い
、
会
場
を
盛
り
あ
げ

ま
し
た
。

金婚夫婦祝福会を開催しました

　お互いにいたわりはげましあい、
家庭を支え社会に貢献してきたご夫
婦を祝福するために、敬老会の席上
で今年度結婚50周年を迎える金婚夫
婦を祝福しました。
　29組が表彰され、市長から祝詞と
記念品が贈られました。
　これからも末永くお元気でお過ご
しください。
■問い合わせ先
　高齢福祉課　☎（52）1115

祝
！
敬
老　

末
永
く
お
元
気
で

長
生
き
っ
て
す
ば
ら
し
い
！

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
囲
碁
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

〇
青
柳　

充
宣
・
秋
江

〇
安
藤　

雄
造
・
春
江

〇
石
井　

金
吉
・
サ
ワ

〇
井
上　

康
彦
・
德
子

〇
今
井　

清
起
・
玲
子

〇
潮
田　

和
夫
・
麻
子

〇
鵜
山　

昌
久
・
貞
子

〇
海
老
原　

力
・
よ
し

〇
大
橋　

雍
髙
・
モ
ト
子

〇
落
合　

平
八
・
和
枝

〇
小
貫　

鐘
次
・
絹
江

〇
軽
部　

光
義
・
史
子

〇
小
関　

良
一
・
よ
り
子

〇
佐
藤　

昭
・
ミ
ヱ
子

〇
佐
藤　

冨
一
・
き
み
子

〇
佐
藤　

正
利
・
惠
子

〇
髙
橋　

正
彦
・
節
子

〇
髙
山　

善
治
・
榮

〇
永
井　

茂
・
理
惠
子

〇
中
谷　

保
・
雪
子

〇
野
口　

覺
治
・
キ
ヨ

〇
平
野　

貢
作
・
リ
ツ
子

〇
星
野　

邦
雄
・
シ
ヅ
ヱ

〇
前
田　

美
喜
男
・
通
子

〇
増
古　

武
一
・
ト
シ

〇
増
山　

茂
・
玲
子

〇
増
山　

光
延
・
ス
ミ
子

〇
間
舘　

武
久
・
愛
子

〇
山
家　

長
一
・
鈴
子

（
敬
称
略
）

祝！敬老　末永くお元気で

Shimotsuke
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下
野
市
敬
老
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

去
る
9
月
19
日
、
石
橋

体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

約
７
５
０
人
の
皆
様
が
ご

来
場
の
中
、
敬
老
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
村
和
子
さ
ん
の

シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
友
人
な
ど
と
会
話

が
は
ず
む
光
景
も
み
ら
れ
、

み
な
さ
ん
の
笑
顔
と
拍
手

で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

８
ハチマルニイマル
０２０運動表彰

　小山歯科医師会と下野市の共
催により、平成26年度８

ハチマルニイマル

０２０
運動表彰式を敬老会の席上で行
ないました。
　８０２０運動とは、80歳に
なっても自分の歯を20本以上保
とうという運動です。
　今回は、８０２０達成者を市
広報紙や歯科医院で募集。歯科
診査をし、28名の方が他の模範
として表彰されました。
（掲載を希望された24名の方を
掲載しています。）

百歳おめでとうございます

　倉井　 枝さん（大正3年10月生）が
百歳を迎えられ、市長より祝詞とお祝い
の品を贈呈しました。
　倉井さんは、石川啄木が好きで、啄木
の句をたくさん暗記されていたり、ご自
分で句を読まれたりたりします。常に「感
謝」という言葉を胸に生活されています。
　いつまでもお元気でお過ごしください。

石
川　

喜
一

石
崎　

江

上
野　

キ
ク
エ

大
橋　

ミ
ツ
子

小
川　

み
よ

小
木
曽　

惠
美
子

加
　

糸
子

小
嶋　

タ
ケ

小
林　

ミ
ヨ

篠
原　

力
男

鈴
木　

志
づ
子

善
林　

仁

五
月
女　

テ
イ

永
井　

才
治

中
川　

欣
三

生
井　

操
子

野
間　

治
男

菱
川　

夫

百
武　

弘
子

廣
瀬　

昭
子

村
松　

シ
マ

横
井　

肇

横
山　

な
か
子

若
林　

一
義

（
敬
称
略
）

祝！敬老　末永くお元気で

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」養
成

講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援

者
で
す
。
認
知
症
は
だ
れ
で
も
な
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
い
つ
自

分
や
家
族
が
、
あ
る
い
は
友
人
や
知

り
合
い
が
認
知
症
に
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
、
学
び
た
い
方

な
ど
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

・ 

11
月
26
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

き
ら
ら
館
研
修
室

・ 

12
月
12
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
内
容

　

①
認
知
症
に
つ
い
て

　

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

■
定
員

　

40
名
程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

横綱　日馬富士関が子ども医療センター等を慰問

元気を与え続けられるような相撲を取りたい
　９月11日、モンゴル出身で大相撲の横綱日馬富士関が、自治医大とち
ぎ子ども医療センターと、子どもの患者やその家族が利用する宿泊施設
「ドナルド・マクドナルド・ハウス　とちぎ」を慰問しました。
　日馬富士関はモンゴルと日本で病気のある子ども達への支援活動に取
り組んでおり、今回の訪問は、モンゴルの心臓病小児患者への医療支援
を行っている「ＮＰＯ法人ハートセービングプロジェクト」の理事で自
治医大とちぎ子ども医療センターの片岡講師との約束を実現させたもの
です。

関東道の駅アワード２０１４
ベスト３０に道の駅しもつけ

　読売新聞社主催による「関東
道の駅アワード2014表彰式」が、
９月11日によみうり大手町ホー
ルで開催され、「道の駅しもつけ」
がプレミアム30に選ばれました。
　「プレミアム30」は、関東地方
（１都６県＋山梨県・長野県）に
ある149の道の駅の中から、現地
でのアンケート調査などをもと
に選定委員会が特徴ある30駅を
選定し表彰するものです。

新庁舎建設現場に中学生の絵を展示
「下野市の明るい未来」

　９月29日、現在施工中の新庁舎建設現場の、国道
４号に面した仮囲いに、市内中学生の美術部が描い
た絵が設置されました。
　展示された絵は、「下野市の明るい未来」をモチー
フに、各地域を題材として縦２メートル・横５メー
トルのパネルに約３か月かけて描きあげました。絵
は、平成27年12月ごろまで展示される予定です。

ゆったりとした田舎時間を
「吉田村まつり」が開催されました

　10月13日、本吉田の農協跡地で、地元有志が活気
を取り戻そうと企画した「吉田村まつり」が開催さ
れました。
　このイベントは市が推進する「下野ブランド事業」
を盛りあげるため、いろいろなアイディアを持ちよ
り話し合う「下野ブランドカフェ」の中から生まれ
た催しです。
　外国の片田舎のお祭りのような雰囲気で、多くの
来場者で賑わいました。

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

■平成26年度全日本空手道剛柔
会全国大会（８月23日　国立代々
木第２体育館）
○幼児型の部　第３位
　髙橋　椿（愛泉幼稚園　年長）
○小学生高学年（５～６年）
　型の部　第３位
　塚田　祥貴（祇園小５年）

■2014栃木県空手道大会思川
杯（９月15日　栃木県立県南体
育館メインアリーナ）
○小学1年生チャレンジクラス
　第３位
　江戸　愛菜（薬師寺小１年）

烏ケ森公園でラジオ体操

だれでも気軽に健康づくり
　誰もが知っているラジオ体操で、元気な朝を迎えたい。そんな声をきっ
かけに、烏ケ森公園北側で毎朝（荒天時及び日曜祝日・年末年始等は休
み）ラジオ体操が行われています。
　７月に数名で始まったこの取り組みは、現在では約40名が朝の散歩を
かねて集うものとなりました。参加者らは健康増進はもちろんのほか、
「仲間ができた」などの声も聞かれ、お互いの見守りとしても役立って
いると語りました。参加料などはなく、申し込みも不要で、気軽に足を
運んでほしいとのことです。

市内の拳士が大活躍！
見事な成績を収めました！おめでとうございます（敬称略）

理容組合青年部が
　　　　　ボランティア

　栃木県理容生活衛生同業組合
青年部（部長：古澤方有希氏）が、
９月16日に実施した地域ボラン
ティア活動について報告するた
め、市役所を訪れました。
　下野市や壬生町、宇都宮市、
栃木市などを約80名で清掃。ま
た、赤十字血液センターの献血
活動に協力しました。

グリムの森フェスティバル
20ｍ!ジャンボかんぴょう巻

　グリムの森において「第３回
グリムの森フェスティバル」が
行われました。さまざまなジャ
ンルを楽しめる「森の音楽会」と、
大道芸ショーやビール祭りなど
で盛りあがりました。
　また、子どもたちが20メート
ルの「かんぴょう巻き」に挑戦。
下野市の特産品で生産量日本一
のかんぴょうを使ってジャンボ
のり巻きを作りました。

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

下野市書道連盟展の書道パフォーマンス

一　筆　入　魂
　９月14日、下野市書道連盟展の特別イベントとして、今年初めて高校
生の書道パフォーマンスをグリムの館で開催しました。
　市内の書道塾に通う高校生、石橋高校、上三川高校書道部の３団体に
分かれて行いました。音楽に乗せて書いたり、大筆を使って書いたりと
熱気にあふれ、見応えのあるパフォーマンスでした。

稲刈り体験

自分で作ったおいしいお米
　９月20日、生産者と消費者が一緒になって、米の田植えから稲刈りま
でを体験してもらおうと、市農業公社主催の「稲刈り体験」が行われま
した。
　今回刈り取った稲は、今年５月の田植え体験で自分たちが植えたもの
でしたので、参加者は稲の成長ぶりに驚いたり喜んだりしながら作業し
ていました。
　収穫したお米は、脱穀・乾燥・精米をした後、参加者へ配付されるこ
とになっています。参加者は「とても楽しかった。早くこのお米が食べ
たい。」と話していました。

アフガニスタンへ
　　　農業技術支援に

　ＮＧＯ法人温室効果ガス排出
権取引機構（ＮＧＯ－ＧＥＴＡ）
の理事、岡本英樹さん（緑）が、
同法人によるアフガニスタンに
農業技術支援派遣者として市長
を表敬訪問しました。
　岡本さんは10月18日から約10
日間アフガニスタンに派遣され、
現地で梨の接ぎ木の技術を指導
し、現地の働く機会の増加を目
指します。
　岡本さんは「現地の農業の現
状を見ることで学び、今後の活
動に活かしたい」と意欲を見せ、
市長は「民間での外交支援をが
んばって欲しい」とエールを送
りました。

エゴマ灯明で昔を偲ぶ

　９月６日、国指定史跡の下野
薬師寺跡ふるさと歴史広場にお
いて「エゴマ灯明の会」が行われ、
多くの来場者でにぎわいました。
　灯明皿や灯芯、燃料のエゴマ・
菜種油にいたるまで、すべて下
野薬師寺ボランティアの皆さん
の手作りでまかなわれています。
復元回廊では「語り部の会ゆう
がお」により下野市のむかしば
なしや、「うたよみかんた」によ
るコーラスが披露され、来場者
を楽しませました。

Shimotsuke
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社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

《
受
付
時
間
》

○
月
〜
金
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

○
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

祝
日
（
第
2
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
の
注
意

　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定
電
話

か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以
外
（
携

帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は

通
常
の
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
「
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４
」
の

電
話
に
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
通
常
の

通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
0
」
を
省

略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
間
違
い

電
話
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い

る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５
」

　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

な
る
場
合

　
「
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４
」

※
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。
自
動
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
3
」
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

《
受
付
期
間
》

　

11
月
4
日
㈫

　
　
　

〜
平
成
27
年
3
月
16
日
㈪

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

年
金
手
帳
の

　
　

再
交
付
に
つ
い
て

　

年
金
手
帳
の
紛
失
や
破
損
を
し
た
と

き
は
、
被
保
険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で

あ
っ
た
人
が
所
定
の
手
続
き
先
へ
申
請

す
る
こ
と
で
、
再
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１ 

．
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
（
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業
・
農
業
・

学
生
・
無
職
の
方
等
で
、
左
記
の
２

と
３
に
該
当
し
な
い
方
）、
ま
た
は

任
意
加
入
被
保
険
者

　

 

手
続
き
先
：
住
所
地
の
市
区
町
村
役

場
２ 

．
お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
で
、
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
場
合

　

 

手
続
き
先
：
勤
務
す
る
事
業
所
を
経

由
し
て
ま
た
は
直
接
、
事
業
所
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

　

 （
郵
送
の
場
合
は
事
務
セ
ン
タ
ー
で

も
可
）

３ 

．
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

　

 （
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
の
場

合
）

　

 

手
続
き
先
：
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事

業
所
ま
た
は
直
接
、
事
業
所
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

　

 （
郵
送
の
場
合
は
事
務
セ
ン
タ
ー
で

も
可
） 年

金
マ
メ
知
識

Shimotsuke
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登
録
無
料
で
か
ん
た
ん
！

メ
ー
ル
で
情
報
配
信
し
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
利
用
登
録
さ
れ
た
方
の
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
や
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、

気
象
情
報
（
注
意
報
・
警
報
）、

竜
巻
注
意
情
報
、
地
震
情
報

な
ど
を
配
信
（
希
望
す
る
項

目
を
選
択
し
て
受
信
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
）し
て
い
ま
す
。

　

受
信
を
希
望
さ
れ
る
場
合

に
は
、
下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

登
録
は
無
料
（
パ
ケ
ッ
ト
通
信

料
は
登
録
者
負
担
に
な
り
ま
す
）

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

○
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
設
定
が
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
ド
メ
イ
ン
（@

sg-m
.jp

）
を
受
信
可
能
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
配
信
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

下
野
市
に
お
い
て
配
信
の
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、

全
て
の
情
報
を
配
信
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
役
所
や
Ｊ
Ｒ
駅
等
に
あ
る
大
き

な
テ
レ
ビ
の
よ
う
な
も
の
が
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
で
す
。

　

テ
レ
ビ
番
組
で
は
な
く
、
下
野
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
市
の
Ｐ
Ｒ
映
像
、

観
光
情
報
な
ど
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
10
か
所
の
施
設
に
設
置
し
て

お
り
、
設
置
場
所
に
よ
り
配
信
す
る

情
報
も
様
々
で
す
。
い
ろ
ん
な
場
所

で
ご
覧
く
だ
さ
い

〈
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
場
所
〉

　

国
分
寺
庁
舎

　

石
橋
庁
舎

　

南
河
内
庁
舎（

南
河
内
図
書
館
２
階
）

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館

　

ふ
れ
あ
い
館

　
Ｊ
Ｒ
小
金
井
駅

　
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅

　
Ｊ
Ｒ
石
橋
駅

　

道
の
駅
し
も
つ
け

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

　

sougouseisaku@
city.shim

otsuke.lg.jp

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
し
て
い
る
人
は

「
フ
ォ
ロ
ー
」
を
す
る
だ
け

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情

報
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所
の
情
報

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
下
野
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト 

　

@
city_shim

otsuke

■
配
信
時
間 

　

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

　

※
災
害
発
生
時
及
び
イ
ベ
ン
ト

時
な
ど
に
は
右
記
の
限
り
で
は
な

く
随
時
配
信
し
ま
す
。 

■
受
信
方
法 

　

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
）
に
ア

ク
セ
ス
し
、「
フ
ォ
ロ
ー
」
を
ク
リ
ッ

ク
ま
た
は
選
択
し
ま
す
。

　
 https://tw

itter.com
/

city_shim
otsuke

市の便利なサービスをご紹介

下野インフォメーション（メール配信サービス）

下野市公式ツイッター

デジタルサイネージ（電子看板）で情報配信

市
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介

下
野
市
を
上
手
に
、便
利
に
、使
い
こ
な
そ
う
！

■登録方法
①下のＱＲコードを読み込むか、
https://service.sugumail.

com/shimotsuke/へアクセスし
てください。

　市ホームページ（http://
www.city.shimotsuke.lg.jp/）
または市携帯サイト（http://
www.city.shimotsuke.lg.jp/i_
index.htm）からもアクセスで
きます。
②画面の案内にしたがって「空
メール」を送信すると、利用案
内が折り返し送信されます。
③メールに記載された案内に
従い、利用者登録を行ってくだ
さい。
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下
野
市
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持

ち
で
な
い
方
や
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作

が
苦
手
な
方
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
便
利
さ
や
楽
し
さ
を
体
験
で

き
る
よ
う
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
端

末
を
市
内
各
所
に
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
体
験
用
パ
ソ
コ
ン
設
置
場
所
〉

　

各
庁
舎
、
３
図
書
館
※
、
４
公
民

館
、
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
、
ふ
れ

あ
い
館
、
き
ら
ら
館
、
ゆ
う
ゆ
う
館
、

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
（
小
金
井
駅

西
口
）、
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
、

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
国
分
寺
海
洋
セ
ン

タ
ー

※ 

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
の

利
用
申
請
が
必
要
で
す
。
図
書
館

は
キ
ー
ボ
ー
ド
式
で
す
。
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市の便利なサービスをご紹介

とちぎテレビデータ放送

光ファイバーインターネットを体験してみよう！

『
ｄ
』ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け

　
「
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
『
ｄ
』
ボ
タ

ン
！
」
が
合
言
葉
。
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ

の
デ
ー
タ
放
送
で
市
の
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
ー
タ
放
送
が
受
信
で
き
る
テ
レ

ビ
で
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
合
わ
せ
、
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
」
ボ

タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
と
は

見
た
い
情
報
に
あ
わ
せ
て
、「
決
定
」

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
。

画
面
も
見
や
す
く

　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

画
面
の
色
を
選
べ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
黒
１
色
で
し
た
が
、

「
黒
」、「
青
」、「
緑
」
か
ら
色
が
選

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
リ
モ
コ

ン
の
「
緑
」
色
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く

だ
さ
い
。

左
側
に
ボ
タ
ン
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
タ
テ
・
ヨ
コ
に
移
動
操

作
が
混
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
左
側

に
災
害
・
警
報
・
注
意
報
や
市
町
情

報
の
ボ
タ
ン
を
ま
と
め
、
タ
テ
の
操

作
に
統
一
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
放
送
の
画
面
が

　
　
　

新
し
く
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

「
竜
巻
注
意
情
報
」
が

　
　
　
　
　
　
　

表
示
さ
れ
ま
す

　

気
象
台
の
発
表
す
る
「
竜
巻
注
意

情
報
」
を
も
と
に
、
デ
ー
タ
放
送
で

表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
も
見
や
す
く

　

タ
イ
ト
ル
の
表
示
文
字
数
を
増
や

し
、
何
の
イ
ベ
ン
ト
か
確
認
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

とちぎテレビにあわせて
リモコンの「ｄ」ボタンを

押すだけ！
ぜひ、ご覧ください。
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虐
待
に
気
づ
く
き
っ
か
け
は

〇
子
ど
も
が
…

・ 

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

・ 

衣
服
や
家
が
極
端
に
不
衛
生

・ 

頻
繁
に
傷
や
ア
ザ
が
で
き
る

・  

服
に
隠
れ
て
い
る
場
所
や
顔
に
傷
や
ア

ザ
が
あ
る

・ 

子
ど
も
だ
け
で
長
時
間
過
ご
し
て
い
る

〇
親
が
…

・  「
子
ど
も
を
甘
や
か
す
の
は
よ
く
な

い
」
と
強
調
す
る

・  

親
の
怒
鳴
り
声
、
叱
り
つ
け
る
声
な
ど

が
聞
こ
え
る

・  

親
族
や
地
域
と
交
流
が
な
い

・  

家
庭
内
で
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
が
あ
る

☆
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

子
ど
も
の
笑
顔
☆

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

　
「
児
童
虐
待
」
と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞

で
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
、
特
別
な
事
件
に
見

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
虐
待
は
皆
さ
ん
の
身

近
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
深
刻
な
社
会
問
題
で
、
そ
の
相
談

件
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
市
へ
の

虐
待
相
談
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
児
童
の
生
命
及
び
安
全
の
確
保
を
最

優
先
に
す
る
」
こ
と
を
基
本
に
、
虐
待
の
防
止
と

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
り
、
深
刻
化
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

相
談
か
ら
支
援
へ

　

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を
発
見
し

た
方
か
ら
の
通
告
や
、
自
分
の
行
っ
て
い

る
こ
と
は
虐
待
で
は
な
い
か
と
悩
ん
で
い

る
保
護
者
な
ど
か
ら
も
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
通
告
や
相
談
か
ら
家
庭
へ
の

「
支
援
」
が
始
ま
り
ま
す
。

地
域
と
の
連
携

　

家
庭
相
談
員
や
保
健
師
が
市
内
の
保
育

園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
学
童
保
育
室
、
児

童
館
な
ど
に
出
向
き
、
虐
待
の
防
止
と
早

期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
、
主

任
児
童
委
員
、
学
校
、
医
療
機
関
、
児
童

相
談
所
、
警
察
、
健
康
増
進
課
な
ど
の
関

係
機
関
で
構
成
す
る
「
下
野
市
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
」
と
連
携
し
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

市
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

今
年
度
は
、
児
童
虐
待
防
止
講
演
会
と

し
て
、
8
月
21
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
県
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
協
会
理
事
長　

丸
山
隆
氏
よ

り
ご
講
演
い
た
だ
き
、
１
１
３
名
の
市
民

の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
）
と

し
て
、
天
平
の
芋
煮
会
、
下
野
市
産
業
祭

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
、
啓
発
用
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等
の
配
布
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各

庁
舎
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
全
職
員
が

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
着
用
し
啓
発
に
努
め

ま
す
。

子
育
て
へ
の
支
援　

〜
妊
娠
・
出
産
か
ら
産
後
の
育
児
へ
〜

育
児
へ
の
不
安
軽
減

　

育
児
ス
ト
レ
ス
が
児
童
虐
待
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健

康
増
進
課
で
は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に

す
べ
て
の
妊
婦
か
ら
、
育
児
へ
の
不
安
や
支

援
者
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て

保
健
師
が
妊
婦
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
出
産
前
か
ら
の
支
援
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
妊
婦
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
安
心
し
て
出
産
に
臨
め
る
よ

う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

出
産
後
の
育
児
不
安
や
孤
立
化
を
防
ぐ

た
め
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
全
戸

訪
問
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）
で
、

支
援
が
必
要
な
家
庭
の
把
握
に
努
め
る
ほ

か
、
養
育
支
援
家
庭
訪
問
の
利
用
を
勧
め

る
な
ど
、
育
児
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
手
助
け

を
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、
相
談

し
ま
し
ょ
う
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課（
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
）

　
　

☎（
52
）１
１
１
６

こ
ど
も
福
祉
課（
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
）

　
　

☎（
52
）１
１
１
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　
　

☎（
43
）１
２
３
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

　
　

☎（
48
）５
５
３
０

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　
　

☎（
39
）６
３
０
５

身体的虐待 殴
なぐ

る、蹴
け

る、叩
たた

く、投げ落す、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、溺

おぼ

れさせる　など

性 的 虐 待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグ
ラフィの被写体にする　など

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にす
る、自動車の中に放置する、重い病気になっても病
院に連れて行かない　など

心理的虐待
言葉による脅

おど

し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメ
スティック・バイオレンス：DV）など

児童虐待とは…
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虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　

あ
な
た
の
勇
気
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が

い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

受
付
時
間
／
月
〜
金
：
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

栃
木
県
南
児
童
相
談
所

　

☎
０
２
８
２（
24
）６
１
２
１

　

受
付
時
間
／
月
〜
金
：
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
８（
６
６
５
）３
６
７
７

　

受
付
時
間
／
月
〜
金
：
午
後
5
時
15
分

〜
午
前
8
時
30
分

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
：

　

24
時
間

オレンジリボンキャンペーン

虐待かも？

通告する！
は国民の義務です

　

毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
、「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
週
間
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
暴
力
は
、
性
別
を
問
わ

ず
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
や
、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
著
し
く
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
て
い
く
う

え
で
も
、
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
や
、
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

下
野
市
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
、
夫
婦
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
離
婚
な
ど
女
性
の
皆
さ
ま

の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
、
女
性

相
談
（
Ｄ
Ｖ
）
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
女
性
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◎
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎（
52
）１
１
６
８

◎
電
話
相
談
受
付
期
間　

月
曜
日
〜
金
曜

日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除

く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　
　

☎（
40
）５
５
５
０

　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。
あなたの1本のお電話で救われる子どもがいます。

連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

でも、もし間違いだったら
悪い気がするし…。

しつけのために叩いているんだろう。
家族の考え方ならしょうがないよ…。

ご近所だから、トラブルになったら嫌だわ…。
うちが言いつけたってわかっちゃうよねぇ。

虐待でなかったとしても、
　　　通告者に責任はありません
確信がなくても「もしかして」「～な気
がする」のみでもご連絡ください。

しつけと虐待は違います！
叩いて叱る、怒鳴る、家の外に出す、罰
として食事を与えないなどは、子どもの
心身に痛みを与える有害な行為であり、
しつけではありません。
「虐待」になる可能性があります。

通告者が誰であるかを教えることはありません
「ご近所の方」や「お隣の方」など特定されるかもしれ
ない内容は伝えません。

通告後、子どもと親はどうなるの？　親が怒って虐待がエスカレートしないの？
〇家庭相談員や保健師等が責任をもって調査・対応します。
〇親を責めるのではなく、子育ての支援が始まります。
〇通告や市の調査によって、虐待の悪化がないように慎重に調査をして対応します。
〇個人情報の保護により、通告した方の情報はもちろん、その家庭の情報は守られます。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.11
13



納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

　

市
が
提
供
す
る
、
福
祉
や
教
育
を
は
じ

め
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
税
が
主
な
財

源
の
一
つ
で
す
。
市
税
の
滞
納
は
、
市
の

財
政
を
圧
迫
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
納
期
内
に
税
金
を
き

ち
ん
と
納
め
て
い
る
大
多
数
の
方
と
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
内
一
斉
の
徴
収
強
化
月
間

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た

め
、
11
〜
12
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強
化

月
間
２
０
１
４
冬
」
と
し
て
、
栃
木
県
と

の
協
働
に
よ
り
、
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　
「
災
害
、
盗
難
、
事
業
の
廃
止
、
病
気
等
、

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
一
時
的
に

納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

徴
収
の
猶
予
や
分
割
納
付
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
滞
納
に
な

る
前
に
税
務
課
に
納
税
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

「
徹
底
し
た
財
産
調
査
と
差
押
え
の
実
施

に
取
り
組
み
ま
す
」

■
財
産
調
査
：
勤
務
先
・
年
金
支
払
者
へ

の
照
会
、
売
掛
金
等
、
取
引
先
へ
の
臨
場

調
査
・
照
会
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
登

記
簿
等
の
調
査
、
家
宅
等
の
捜
索
な
ど

■
差
押
：
給
与
、

年
金
、
売
掛
金
、

預
貯
金
、
生
命

保
険
、
そ
の
他

債
権
、
家
宅
等

の
捜
索
に
よ
る

自
動
車
、
動
産
、

不
動
産
な
ど

納
税
は
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で

　
「
通
知
を
見
落
と
し
た
…
」「
納
付
書
を

し
ま
い
忘
れ
た
…
」
等
、
つ
い
、
う
っ
か

り
で
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

ま
た
「
銀
行
や
市
役
所
が
開
い
て
い
る

時
間
に
納
付
に
行
け
な
い
…
」
等
、
忙
し

い
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
ま
す
。（
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付
書

に
よ
る
納
付
で
納
期
限
内
に
限
る
。）

便利

　

税
金
を
納
期
限
ま

で
に
納
め
な
か
っ

た
方
に
は
、
督
促
状

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
督
促
状
が
発

送
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
そ
の
税
金
を
完
納
し

な
か
っ
た
と
き
に
は
、
市
は
滞
納
者
の

財
産
（
預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
、

給
料
、
自
動
車
、
動
産
（
電
化
製
品
や

美
術
品
、
貴
金
属
等
））
を
差
押
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

差
押
財
産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者

の
自
宅
な
ど
の
捜
索
を
行
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
捜
索
時
に
発
見
さ
れ
た
財
産

は
、
差
押
え
さ
れ
ま
す
。「
捜
索
」
と
は
、

税
を
徴
収
す
る
職
員
に
認
め
ら
れ
た
権

限
で
、
裁
判
所
の
令
状
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
写

真
）
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
と
は
、
差
押
え
た
自
動
車
を

運
行
、使
用
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
（
国

税
徴
収
法
第
71
条
）
で
運
行
不
能
状
態

に
す
る
も
の
で
す
。

【
納
税
・
滞
納
処
分
Ｑ
＆
Ａ
】

Ｑ　

う
っ
か
り
し
て
い
て
、
市
税
を
納
め
忘

れ
て
納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
今
持
っ

て
い
る
納
付
書
で
納
め
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
、
お
手
持
ち
の
納

付
書
で
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融

機
関
ま
た
は
、
下
野
市
役
所
各
庁
舎
で
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
期
限
が
過
ぎ
て
か
ら
納
付
す
る
場
合
に

は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

市
税
を
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
し
な

い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

督
促
状
が
送
付
さ
れ
て
も
納
付
し
な
い

場
合
は
、
納
税
を
し
て
い
る
方
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
給
与
・
財
産
を
調
査
し
て
差

押
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

滞
納
額
が
少
額
の
場
合
で
も
差
押
え
を

行
い
ま
す
か
。

Ａ　

少
額
で
も
滞
納
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
財
産
調
査
を
実
施
し
財
産
が
あ
れ
ば

差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　

借
金
の
返
済
が
あ
る
の
で
差
押
え
ら
れ

た
ら
生
活
で
き
な
い
。

Ａ　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
借
金
返
済

は
納
税
に
優
先
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

納
税
で
き
る
収
入
や
財
産
が
あ
れ
ば
差
押
え

を
行
い
ま
す
の
で
、
納
税
を
優
先
で
き
る
よ

う
に
返
済
計
画
の
見
直
し
を
借
入
先
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

財
産
の
差
押
え
を
さ
れ
た
場
合
、
ど
う

す
れ
ば
解
除
で
き
ま
す
か
。

Ａ　

原
則
と
し
て
、
滞
納
税
額
を
完
納
し
な

い
限
り
差
押
え
は
解
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

市町村税徴収強化月間

税
金
を
納
め
忘
れ
る
と…

税
金
を
納
め
忘
れ
る
と…

市
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

11
月
〜
12
月
は

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

税税

タイヤロックされた車

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.11
14



オリジナルナンバー／「税を考える週間」について／栃木税務署からのお知らせ

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
に

変
更
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

原
動
機
付
自
転
車
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
行

ナ
ン
バ
ー
か
ら
の
交
換
を
無
料
で
行
え
ま
す

の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
車
種

　

・
原
付
一
種 

（
50
㏄
以
下
） 

白
色

　

・
原
付
二
種
乙 

（
90
㏄
以
下
） 

黄
色

　

・
原
付
二
種
甲 
（
１
２
５
㏄
以
下
） 

桃
色

　

・
ミ
ニ
カ
ー 

水
色

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

所
有
者
及
び
届
出
者
の
印
鑑
、車
両
情
報
（
車
名
、車
台
番
号
、排
気
量
、

型
式
認
定
番
号
な
ど
）、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、

交
換
の
場
合
は
、
現
在
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
名
義
変
更
の
場
合
は
、

譲
渡
証
明
書
ま
た
は
旧
所
有
者
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

■
交
付
場
所

○
市
民
課
（
国
分
寺
窓
口
・
南
河
内
窓
口
・
石
橋
窓
口
）

■
そ
の
他

　

・
番
号
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

・ 

番
号
変
更
に
伴
い
、
自
賠
責
保
険
等
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
40
）５
５
５
４

平
成
26
年
度

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
つ
い
て

　

国
税
庁
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
で

は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま

で
の
一
週
間
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
様
々
な
広

報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
テ
ー

マ
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

と
「
し
っ
て
る
？
地
方
税
」
で
す
。

　

ロ
ブ
レ
小
山
店
６
階
で
、「
税
を
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
（
パ
ネ
ル
展
）」
を
同
期

間
中
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
栃
木
税

務
署
で
も
同
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
税

の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
や
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
優
秀
作
品
の

展
示
な
ど
、
税
に
つ
い
て
の
情
報
を
紹

介
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
や
税
務
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
適
正
・
公
平

な
課
税
及
び
徴
収
の
実
現
に
向
け
た
取

組
の
紹
介
や
税
に
関
す
る
詳
細
な
情

報
・
ご
案
内
等
を
掲
載
し
、
税
務
行
政

に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
税
務
署

　
　

☎
０
２
８
２（
22
）１
０
０
８

　

税
務
課

　
　

☎（
40
）５
５
５
４

栃木税務署か
らの

お知らせ
平成２６年分　年末調整説明会のお知らせ

　給与所得者に係る年末調整説明会を下記の日程により開催します。
　説明会では「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」
などのパンフレットを用いて説明しますので、ご出席の際にはお持ちください。

対　　象 開催日 開催時間 開催場所
下野市・小山市・野木町

を納税地とする源泉徴収義務者
11月19日㈬

午前10時～ 11時45分 小山市立文化センター大ホール
小山市中央町1-1-1午後2時～ 3時45分

栃木市・壬生町
を納税地とする源泉徴収義務者

11月20日㈭
午前10時～ 11時45分 栃木市文化会館大ホール

栃木市旭町12-16午後2時～ 3時45分

都合により、指定された会場に出席できない場合には、他の会場に出席することができます。

　ご不明の点につきましては、下記までお気軽にお問合せください。
■問い合わせ先　栃木税務署　法人課税第一部門　☎0282（22）0885（代表）

※自動音声案内の「２」をお選びください。

４

Shimotsuke
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15



12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
夜
間
検
査
を
行
い
ま
す
。
無

料
・
匿
名
で
検
査
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
日
時

　

11
月
21
日
㈮

　

午
後
４
時
〜
８
時

　

※
要
予
約

■
場
所

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
県
庁
小
山
庁
舎
）

■
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
希
望
に
よ
り
、

梅
毒
検
査
も
同
時
に
受
け
ら
れ

ま
す
。）

■
検
査
結
果

　

即
日
（
結
果
が
出
る
ま
で
約

30
分
を
要
し
、
そ
れ
ま
で
待
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
感
染
が
疑
わ
れ
る
出
来
事
が

あ
っ
た
日
か
ら
、
12
週
間
以
上

経
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

※
今
回
の
検
査
は
、
問
診
や
結

果
が
判
明
す
る
ま
で
の
待
合
の

た
め
の
個
室
を
用
意
す
る
都
合

上
、
予
約
が
必
要
で
す
。

※
毎
週
水
曜
日
（
受
付
午
後
１

時
〜
２
時
）
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・

性
感
染
症
検
査
（
梅
毒
、
ク
ラ

お　

知　

ら　

せ

子
ど
も
の
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

　

県
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生

を
対
象
に
行
わ
れ
た
「
子
ど
も

の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
、
小
山
地
区
代
表
と
し
て
県

大
会
に
出
場
さ
れ
た
薬
師
寺
小

学
校
５
年
、
大
塚
彩
音
さ
ん
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の

そ
ろ
っ
た
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
メ

ニ
ュ
ー
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

大
塚
さ
ん
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

家
で
と
れ
た
夏
野
菜
い
っ
ぱ
い

ご
は
ん
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

ミ
ジ
ア
、
淋
菌
）・
Ｂ
型
、
Ｃ

型
肝
炎
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

感
染
症
予
防
担
当

　

☎（
22
）１
２
１
９

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に

ご
注
意
を
！

　

最
近
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
乱

用
に
関
す
る
事
件
や
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。「
合
法
」
な

ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
危
険
な
化
学
物
質
が
含

ま
れ
て
お
り
、
健
康
被
害
や
異

常
行
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
絶
対
に
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■
薬
物
相
談
窓
口

○
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

　

☎（
22
）６
１
１
９

○
栃
木
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

　

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
３
７
７
９

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
そ
れ
ま
で

元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事

故
や
窒
息
で
は
な
く
睡
眠
中
に

突
然
死
す
る
病
気
で
す
。
原

因
は
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
で
は
、
お
よ
そ
６
，

０
０
０
人
〜
７
，
０
０
０
人
に

１
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
病
気

で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
後
２
か
月
か

ら
６
か
月
に
多
く
、
ま
れ
に
１

歳
以
上
で
も
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を

守
る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

②
た
ば
こ
は
や
め
る

③
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション
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小
山
地
区
医
師
会
主

催
の
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す

（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

■
日
時

　

12
月
14
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館
視
聴
覚
室

■
入
場
料　

無
料

■
定
員　

１
０
０
名

■
内
容

演
題
：「
ロ
コ
モ
っ
て
ご
存
知

で
す
か
？
」

講
師
：
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
・
病
院

長
　

星
野　

雄
一　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

マ
マ
、
パ
パ
、

タ
バ
コ
吸
わ
な
い

で
！

　

10
・
11
月
は
「
母
子
保
健
強

調
月
間
」で
す
。
本
年
度
の
テ
ー

マ
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
妊
娠

期
か
ら
の
喫
煙
へ
の
警
鐘
で
す
。

教

室
・

講

座

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
を
使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食

に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
26
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

平
成
26
年
4
月
・
5
月
生
ま

れ
の
、
生
後
6
〜
7
か
月
児
を

持
つ
保
護
者

■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

妊
娠
中
の
喫
煙
、
副
流
煙
（
間

接
的
な
喫
煙
）
は
胎
児
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
早
産
・
低

体
重
児
の
誘
因
に
な
り
ま
す
。

（
主
唱
：
母
子
保
健
推
進
会
議
。

後
援
：
厚
生
労
働
省
、
日
本
産

婦
人
科
医
会
）

　

な
お
、
下
野
市
内
で
保
険
診

療
に
よ
る
禁
煙
治
療
、
禁
煙
指

導
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

直
接
医
療
機
関
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

11
月
19
日
㈬
電
話
ま
た
は
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室

　

気
に
は
し
て
る
け
ど
、「
自

分
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と
目
を
背

け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

健
診
結
果
が
ち
ょ
っ
と
高
め

か
な
と
思
っ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、

無
理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の

改
善
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

12
月
19
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

（
開
始
20
分
前
か
ら
受
付
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

下
野
市
民
で
健
診
を
受
診
し

た
74
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①  

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
（
肥
満
）

の
方

②  

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・  

打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ

い
て
学
ぼ
う

・  

自
分
の
食
生
活
、
何
が
問

題
？

・  

室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の

実
践

・  

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）

※
運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

12
月
12
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

海老原医院 ☎（44）0163
小金井中央病院 ☎（44）7000
ことうだ腎クリニック ☎（44）8345
佐藤内科 ☎（53）1305
若草クリニック ☎（40）0123

自治医科大学附属病院
☎（58）7467
午後2時～ 4時
完全予約制
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骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

（
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
主
催
）

　

健
康
な
骨
を
保
つ
た
め
に
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
を
は
じ
め

と
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進
員
が
、

乳
製
品
を
使
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム

た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

下
野
市
民
の
方

■
日
時

　

12
月
7
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

　

南
河
内
公
民
館　

調
理
室

■
定
員　

20
名

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

11
月
28
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
事
務
局
（
健
康
増
進
課
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

糖
尿
病
予
防
教
室

　

自
分
に
で
き
そ
う
な
予
防
の

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
対
象
者

・ 

下
野
市
民
で
健
康
診
断
を
受

診
し
た
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

① 

糖
尿
病
要
指
導
の
方
ま
た
は

そ
の
家
族
（
す
で
に
治
療
中
の

方
は
除
く
）

② 

糖
尿
病
予
防
に
興
味
の
あ
る
方

■
定
員　

20
名
程
度

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大
ホ
ー
ル

■
費
用　

無
料

■
日
程
（
全
３
回
）

①
11
月
13
日
㈭

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

・ 
糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

・ 
食
品
交
換
表
を
学
ぼ
う
Ｐ
ａ

ｒ
ｔ
1

・ 

糖
尿
病
予
防
食
の
調
理
実
習

持
ち
物
：
筆
記
用
具
、健
康
診
断

の
結
果
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

② 

11
月
20
日
㈭

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

15
分

・ 

食
品
交
換
表
を
学
ぼ
う
ｐ
ａ

ｒ
ｔ
2

・ 

糖
尿
病
ク
イ
ズ

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

　

味
噌
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ

て
い
る
と
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指

し
て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど

れ
く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い

る
か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

・
11
月
11
日
㈫

　

南
河
内
公
民
館　

資
料
室

・
12
月
9
日
㈫

　

ゆ
う
ゆ
う
館
小
ホ
ー
ル

受
付
：
午
前
9
時
30
分
〜
10
時

30
分

■
定
員

　

10
名
（
先
着
順
）
※
前
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物　

味
噌
汁
ま
た
は

ス
ー
プ
（
１
０
０
㏄
以
上
を

タ
ッ
パ
ー
や
袋
に
入
れ
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。）

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ

じ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

・ 

運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と
実

践
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
1

持
ち
物
：
筆
記
用
具
、
動
き
や

す
い
服
装
、
室
内
用
運
動
靴

③
11
月
27
日
㈭

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時

・
運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と
実

践
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
2

・ 

外
食
の
カ
ロ
リ
ー
に
つ
い
て

・ 

食
事
バ
イ
キ
ン
グ
を
し
よ
う

（
試
食
）

・ 

ま
と
め
〜
今
日
か
ら
で
き
る

こ
と
〜

持
ち
物
：
筆
記
用
具
、
動
き
や

す
い
服
装
、
室
内
用
運
動
靴

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

11
月
6
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

相

談

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程

　

11
月
5
日
㈬
、
12
月
15
日
㈪
、

平
成
27
年
1
月
7
日
㈬

※
平
成
27
年
2
月
以
降
も
毎
月

実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く

し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程　

11
月
26
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る

く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策

の
た
め
に
入
館
者
登
録
（
名
札

代
）
３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る

現
代
社
会
で
は
、「
こ
こ
ろ
の

健
康
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
、食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」な
ど
、誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

11
月
25
日
㈫

　

２
月
17
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

し
た
の
で
、
対
象
者
の
方
に
個

別
通
知
し
ま
し
た
。

■
接
種
対
象
期
間

　

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種

扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
費
用　

接
種
費
用
の
う
ち
３
，

５
０
０
円
を
助
成
。
※
医
療
機

関
で
は
、
接
種
料
金
と
助
成
額

の
差
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の

① 

予
診
票
（
※
接
種
券
も
兼
ね

て
い
ま
す
）
必
ず
、
医
療
機
関

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
定
期
接
種
と
任
意
接
種
で
は

予
診
票
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

② 

健
康
保
険
証
等
の
年
齢
・
住

所
を
確
認
で
き
る
も
の

■
そ
の
他

　

接
種
す
る
際
は
、
事
前
に
市

予

防

接

種

高
齢
者（
23
価
）肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接

種
の
対
象
者
の
方
に
ご
案

内
を
発
送
し
ま
し
た

　

高
齢
者
（
23
価
）
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
は
、
高
齢

者
の
肺
炎
の
原
因
で
も
頻
度
の

高
い
肺
炎
球
菌
に
よ
る
、
肺
炎

や
髄
膜
炎
な
ど
の
病
気
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
す
。
全

て
の
肺
炎
を
予
防
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
球

菌
に
よ
る
感
染
症
の
約
８
割
を

予
防
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
が
、
平
成
26
年
10
月

1
日
か
ら
一
部
の
年
齢
の
方
に

対
し
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま

内
医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

必
ず
、
健
康
増
進
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者（
23
価
）肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
任
意
予
防
接

種
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

　

下
野
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
70

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
高
齢

者
（
23
価
）
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
助
成
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
高
齢
者
（
23
価
）
ワ
ク

チ
ン
は
、
平
成
26
年
10
月
1
日

か
ら
一
部
の
年
齢
の
方
が
定
期

予
防
接
種
対
象
者
と
な
り
ま
し

た
が
、
広
く
予
防
接
種
を
行
い

肺
炎
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
定
期
接
種
対

象
外
と
な
っ
た
方
に
対
し
て
も

予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
継
続

す
る
事
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
定
期
接
種
と
な
る
年
齢

ま
で
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
や
、

定
期
接
種
の
機
会
を
逃
し
て
し

ま
っ
た
方
で
も
、
定
期
接
種
と

同
様
の
条
件
で
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方
（
但
し
、
保
険
適
用
に
よ
り

当
該
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る

方
を
除
く
）

① 

定
期
予
防
接
種
の
対
象
で
な

い
方

② 

接
種
日
に
満
70
歳
以
上
の
方

③ 

５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方

■
助
成
額

〇 

定
期
予
防
接
種
と
同
額
（
３
，

５
０
０
円
）
で
す
。

■
そ
の
他

〇 

個
別
の
通
知
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

〇 

予
診
票
が
定
期
接
種
対
象

者
の
方
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
ま
た
は
健
康
増
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇 

予
防
接
種
を
起
因
と
す
る
健

康
被
害
に
お
け
る
補
償
内
容
は
、

定
期
接
種
と
は
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
10
月
号
16
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
及
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
医

療
機
関
一
覧
の
「
都
丸
整
形
外

科
」
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
（
52
）

１
０
１
０
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

■通知の届く方
　（平成26年度の定期予防接種対象者）
生年月日が下記の方で、肺炎球菌ワ
クチンの接種を受けた事がない方。
○昭和24年4月2日生
　　～昭和25年4月1日生の方
○昭和19年4月2日生
　　～昭和20年4月1日生の方
○昭和14年4月2日生
　　～昭和15年4月1日生の方
○昭和9年4月2日生
　　～昭和10年4月1日生の方
○昭和4年4月2日生
　　～昭和5年4月1日生の方
○大正13年4月2日生
　　～昭和15年4月1日生の方
○大正8年4月2日生
　　～大正9年4月1日生の方
○大正3年4月2日生
　　～大正4年4月1日生の方
○大正3年4月1日以前生の方
※上記以外の方は、平成26年度は定
期接種対象外となりますが、任意接
種として助成が受けられます。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
天
平
の
芋
煮
会
」
で
大
活
躍
。
北
関
東
最
大
級
の
大
鍋
の
直
径
は
？

①
１
・
５
ｍ　
　

②
２
ｍ　
　

③
２
・
５
ｍ

問
１
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65
歳
以
上
の
方
に

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　

下
野
市
で
は
高
齢
者
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方

は
、
市
内
の
受
託
医
療
機
関
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

① 

下
野
市
内
に
住
所
の
あ
る
接

種
日
に
お
い
て
満
65
歳
以
上
の

希
望
者

② 

接
種
日
に
お
い
て
満
60
〜
64

歳
ま
で
の
方
で
「
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
」
ま
た
は
「
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
」
に
障
が
い
を
有
す

る
方
（
身
体
障
が
い
者
手
帳
１

級
程
度
）

■
接
種
期
間

　

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

　

※
流
行
前
の
12
月
中
旬
ま
で

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
接
種
回
数　

公
費
に
よ
る
接

種
は
、
一
人
年
１
回

■
自
己
負
担
額

　

１
，
３
０
０
円
（
接
種
時
に

医
療
機
関
へ
直
接
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。）

Ｍ
Ｒ
（
任
意
）

■
医
療
機
関

　

ふ
じ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

下
野
市
大
光
寺
1

－

11

－

10

　

☎（
51
）２
７
２
７

健

診

が
ん
検
診

　

市
に
お
け
る
下
記
の
検
診
は
、

■
持
参
す
る
も
の

○ 

保
険
証

○  

障
が
い
者
手
帳
（
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
疾
患
に
該
当
す

る
者
）

○  

生
活
保
護
受
給
資
格
者
証

（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
）

■
予
診
票
等

　

予
診
票
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
の
説
明
書
は
各
医
療

機
関
に
あ
り
ま
す
。

■
受
託
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
10

月
号
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
健
康
増
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
事
情
に
よ
り
、
下
野
市
外
の

医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
健
康

増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
の

追
加
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
ふ
じ

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
実
施
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

接
種
項
目
：
全
て
の
乳
幼
児

定
期
予
防
接
種
・
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
高
齢
者
肺
炎
球

菌
（
定
期
・
任
意
）・
成
人
の

集
団
検
診
と
医
療
機
関
（
個
別

検
診
）
の
選
択
方
式
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
医
療
機
関（
個
別
検

診
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
診
回
数

　

年
度
内
１
回
で
す
。
集
団
検

診
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。

■
対
象
者

　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
：
40
歳

以
上

　

前
立
腺
が
ん
：
50
歳
以
上
の

男
性

■
個
人
負
担
金

　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
：
無
料

　

前
立
腺
が
ん
：
４
０
０
円
（
集

団
検
診
は
３
０
０
円
）

■
実
施
期
間　

12
月
31
日
ま
で

（
休
診
日
除
く
）

■
実
施
方
法

① 

平
成
26
年
度
受
診
券
と
保
険

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

② 

大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問

診
票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。

③
検
査
結
果
は
、
後
日
医
療
機

関
で
確
認
し
、
結
果
通
知
書
を

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

医
療
機
関
の
追
加
に
つ
い
て

　

11
月
か
ら
次
の
検
診
に
つ
い
て
、

ふ
じ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
受
診
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
診
項
目
：
大
腸
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
・
肺
が
ん
・
国
民
健

康
保
険
特
定
健
診
・
後
期
高
齢

者
医
療
健
康
診
査

■
医
療
機
関

　

ふ
じ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

下
野
市
大
光
寺
1

－

11

－

10

　

☎（
51
）２
７
２
７

■医療機関一覧
医療機関名 住所 電話番号 大腸 前立 肺

石橋総合病院 石橋628 （53）1134 ○ ○ ○
海老原医院 小金井5-26-10 （44）0163 ○ ○ ×
大栗内科 石橋811-1 （53）5850 ○ ○ ○
大柳内科・眼科 文教2-7-14 （51）2400 ○ ○ ○
岡田医院 小金井2976 （44）0021 ○ ○ ○
角田内科医院 石橋549 （53）5665 ○ ○ ○
グリーンタウンクリニック 祇園2-3-3 （44）8311 ○ ○ ○
小金井中央病院 小金井2-4-3 （44）7000 ○ ○ ○
国分寺さくらクリニック 小金井777-1 （40）0203 ○ ○ ○
ことうだ腎クリニック 駅東5-13-16 （44）8345 ○ ○ ○
佐藤内科 石橋839-14 （53）1305 ○ ○ ○
島田クリニック 石橋238-1 （53）8000 ○ ○ ○
しもつけクリニック 薬師寺3171-4 （32）6331 ○ ○ ○
すずき内科・循環器科 薬師寺2489-10 （40）1260 ○ ○ ○
都丸整形外科 文教1-11-16 （52）1010 × ○ ×
新島内科クリニック 文教3-10-4 （53）8820 ○ ○ ○
ふじたクリニック 大光寺1-11-10 （51）2727 ○ ○ ○
南河内診療所 薬師寺2472-15 （47）1070 ○ ○ ○
宮澤クリニック 柴291-2 （44）3309 ○ ○ ○
山本整形外科医院 駅東6-1-22 （44）6820 ○ ○ ○
若草クリニック 緑2-3291-1 （40）0123 ○ ○ ×

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

北
関
東
最
大
級
の
大
鍋
で
作
る
芋
煮
は
３
，
０
０
０
食
分
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健
康
と
肥
満
の
関
係
に
注
目

　

太
っ
て
い
る
方
が
貫
録
が

あ
っ
て
、
頼
り
が
い
が
あ
る
と

い
う
印
象
を
も
た
れ
る
方
も
い

ま
す
。
し
か
し
、
肥
満
は
健
康

に
良
く
な
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
ご
存
知
で
す
ね
。

　

様
々
な
研
究
か
ら
、
適
正
体

重
の
方
と
比
較
す
る
と
肥
満
の

方
の
医
療
費
が
よ
り
高
い
こ

と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
か
ら
は
「
特
定
健
康

診
査
」（
特
定
健
診
）
が
始
ま

り
、
肥
満
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ

Ｉ
（Body M

ass Index

）、
腹

囲
測
定
も
検
査
項
目
に
入
り
、

健
康
と
肥
満
の
関
係
が
ま
す
ま

す
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
回
は
肥
満
に
つ
い
て
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

肥
満
が
受
診
頻
度
に
影
響
？

　

下
野
市
の
特
定
健
診
会
場
で

は
、
毎
年
多
く
の
方
々
が
受
診

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度

は
約
４
，
０
０
０
人
が
健
診
を

よ
る
受
診
頻
度
の
差
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、

肥
満
の
背
景
に
は
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
受
診
頻
度
に
影
響
を

与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

肥
満
が
原
因
で
外
来
受
診
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
（
肥
満

症
と
し
て
治
療
を
受
け
る
場
合

は
あ
り
ま
す
。）、
適
正
体
重
を

保
つ
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
あ

る
こ
と
は
言
え
そ
う
で
す
。

男
性
の
肥
満
が
増
加
傾
向

　

も
う
一
つ
気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の

方
は
、
男
性
で
約
30
％
、
女
性

は
25
％
弱
で
あ
り
、
男
性
の
肥

満
が
や
や
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
男
性
の
肥
満
者
数
の
増

加
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
女

性
の
肥
満
者
の
割
合
は
、
こ
の

20
年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
、

あ
る
い
は
年
代
に
よ
っ
て
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
男
性
の
肥
満
者
の

割
合
は
（
特
に
高
齢
者
の
場
合
）、

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
省
が

実
施
し
て
い
る
国
民
栄
養
調
査

の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
下
野

市
と
全
国
調
査
に
よ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ

の
ば
ら
つ
き
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
す
。

で
は
、
実
際
に
下
野
市
で
健
診

を
受
け
ら
れ
た
方
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
肥
満
と
健
康
と
の
関
連

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
Ｂ
Ｍ

Ｉ
25
以
上
と
25
未
満
の
2
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
病
院
を

受
診
さ
れ
る
頻
度
を
比
べ
て
み

ま
し
た
。
年
間
12
回
（
月
１
回

程
度
）
以
上
病
院
に
行
か
れ
る

方
の
割
合
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
未
満

の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
25
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
は
1
・
７
４

倍
高
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

病
院
に
行
く
理
由
は
様
々
で
す
。

　

そ
こ
で
、
高
血
圧
や
脂
質
異

常
、
糖
尿
病
の
影
響
を
計
算
し

て
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
て
分

析
す
る
と
、
2
つ
の
グ
ル
ー
プ

の
差
が
ぐ
ん
と
小
さ
く
な
り
、

男
性
の
み
で
見
る
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に

１
９
８
７
年
か
ら
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
る
こ
と
が
右
の
グ
ラ
フ

か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　

何
が
原
因
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実

践
す
る
人
の
割
合
が
、
女
性
の

方
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
ま

し
た
。

　

こ
の
20
年
間
で
男
性
は
、
な

か
な
か
実
践
で
き
な
い
環
境
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
意
識
の
問
題
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

痩
せ
す
ぎ
も
禁
物

　

肥
満
の
話
ば
か
り
し
ま
し
た

が
、
痩
せ
す
ぎ
も
禁
物
で
す
。

　

痩
せ
て
糖
尿
病
に
な
り
に
く

く
な
っ
て
も
、
他
の
病
気
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
っ
て
は
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢
者
は
、

年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
筋
肉
の

量
が
減
っ
た
り
、
内
臓
脂
肪
が

付
き
や
す
く
、
さ
ら
に
個
人
差

が
大
き
く
な
る
こ
と
も
特
徴
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
に
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
た
め
に
は
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
や
筋
力
を
保
つ
こ
と
も

忘
れ
ず
に
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
文
献
〉

厚
生
労
働
省
：
肥
満
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ

日
本
肥
満
学
会
：
肥
満
症
の
診

断
基
準
と
治
療
指
針

栗
山
真
一
：
肥
満
の
健
康
影
響

高
橋
和
至
：
老
年
期
の
肥
満

医
療
コ
ラ
ム 

●

国
保
で
わ
か
る
！ 

健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学　

種
市　

ひ
ろ
み

　獨協医科大学看護学部
で在宅看護学の講師を
し、また下野市の医療費
データを基に市民の健
康状況や疾病状況につい
て、調査・分析を行って
います。

20歳以上の男性BMI

1987 1997 2007

60～69歳の男性BMI

1987 1997 2007

70歳以上の男性BMI

1987 1997 2007

25.0以上

6.4

73.2

20.4

5.3

71.4

23.3

4.2

65.4

30.4

7.4

73.6

19

4.2

68.9

26.9

2.1

65.2

32.7

15.8

69.4

14.8

72

2007

17.2

6.6

65.9

27.5

18.5～25.0

18.5未満

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
民
（
成
人
）
の
う
ち
、
定
期
的
に
歯
科
を
受
診
し
て
い
る
人
は
何
人
に
１
人
で
し
ょ
う
？

①
２
人
に
１
人　
　

②
３
人
に
１
人　
　

③
５
人
に
１
人

問
２
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下
野
市
産
業
祭
で
使
用

済
み
小
型
家
電
を
回
収

し
ま
す

　

11
月
9
日
㈰
開
催
の
下
野
市

産
業
祭
に
、
使
用
済
み
小
型
家

電
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

黄
色
の
使
用
済
み
小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
と
の
ぼ
り
旗
が

目
印
で
す
。

■
日
時

　

11
月
9
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

■
会
場

　

大
松
山
運
動
公
園
陸
上
競
技

場（第
３
回
下
野
市
産
業
祭
会
場
）

■
日
時

　

11
月
23
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
正
午

　
（
雨
天
中
止
）

■
場
所

　

思
川
緑
地
公
園

　
（
小
山
市
大
字
大
行
寺
１
２
８
９
）

■
催
し
物

◆
動
物
健
康
相
談
・

　
　
　
　
　

し
つ
け
相
談

　

獣
医
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。

◆
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

狂
犬
病
予
防
注
射
の
大
切
さ

な
ど
。

◆
子
犬
・
子
猫
の
里
親
さ
が
し

　

動
物
友
の
会
に

よ
る
里
親
さ
が
し

コ
ー
ナ
ー

◆
ワ
ン
ワ
ン

　
　
　

ク
イ
ズ

　

ク
イ
ズ
に
答
え

て
お
菓
子
を
も
ら

お
う
！

◆
警
察
犬
の

　
　
　

公
開
訓
練

　

訓
練
の
様
子
を

見
学
で
き
ま
す
。

◆
盲
導
犬
体
験

　

盲
導
犬
と
歩
い

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
回
収
で
き
る
使
用
済
み
小
型

家
電

　

投
入
口
（
縦
15
㎝
×
横
30
㎝
）

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
、
主
に
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

ゲ
ー
ム
機
、
電
子
辞
書
、
電
卓
、

時
計
、
電
気
カ
ミ
ソ
リ
、
電

気
バ
リ
カ
ン
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
、

懐
中
電
灯
な
ど
の
家
庭
で
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
小
型
家
電
と
そ

の
付
属
品
類
（
リ
モ
コ
ン
、ケ
ー

ブ
ル
、
充
電
器
等
）

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品

目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗

濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
）
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
使
用
済
み
小
型
家
電
以
外
の

ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

て
み
よ
う

◆
ア
ジ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー

　

障
害
物
競
走
を
体
験
し
て
み

よ
う
！

◆
し
つ
け
コ
ン
テ
ス
ト

　

自
慢
の
わ
ん
ち
ゃ
ん
と
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

・ 

参
加
定
員
20
名

・ 

環
境
課（
☎（
40
）５
５
５
９
）

ま
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

※
当
日
は
フ
ン
の
持
ち
帰
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

守
り
ま
し
ょ
う
!!

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と

マ
ナ
ー

■
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を

　
　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

最
近
、
野
犬
の
苦
情
が
県
動

物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は

リ
ー
ド
が
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た

ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。
常

日
頃
か
ら
鑑
札
や
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
を
首
輪
に
つ
け
、
綱

（
リ
ー
ド
）
の
点
検
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
危
害
や
迷
惑
の

　

発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

散
歩
中
の
「
ふ
ん
」
な
ど
は
、

近
隣
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ

な
い
よ
う
必
ず
持
ち
帰
り
、
適

切
な
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
し
つ
け
や
訓
練
を
し
て
、

人
に
危
害
を
加
え
た
り
鳴
き
声

な
ど
で
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
！

　

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
て
し
ま

う
と
、
一
匹
一
匹
を
適
正
に
飼

養
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

き
ち
ん
と
飼
養
で
き
る
よ
う

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先

環境課 40-5559

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】　 「
平
成
23
年
下
野
市
民
の
健
康
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
定
期
的
に
歯
科
を
受
診
し
て
い
る
人
は
31
・
9
％
で
し
た
。

健
康
下
野
21
プ
ラ
ン
（
健
康
増
進
計
画
）
で
は
平
成
29
年
度
ま
で
に
50
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
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ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ご
み
の
出
し
方
の

お
願
い
！

庭
で
む
し
っ
た

草
を
ご
み
出
し
す
る
と
き

　

草
は
、
根
に
土
が
つ
い
て
い

る
と
少
量
で
も
重
量
が
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
草
は

乾
燥
さ
せ
水
分
を
飛
ば
し
、
根

に
つ
い
て
い
る
土
を
よ
く
落
と

し
、
燃
え
る
ご
み
（
生
ご
み
）

の
日
に
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

有
害
ご
み
の
出
し
方

　

分
け
方
・
出
し
方
は
、
行
政

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
う
え

分
類
し
、
一
つ
の
袋
に
混
入
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず

使
い
き
っ
て
穴
を
開
け
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ル
ー
ル
違
反
の
ご
み
は
収
集
し

ま
せ
ん

○
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

○
袋
な
ど
の
種
類
が
違
っ
て
い

る
ご
み

○
出
す
日
が
違
っ
て
い
る
ご
み

○
収
集
終
了
後
に
出
さ
れ
た
ご

み
（
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
）

決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

マ
イ
バ
ッ
グ
で

お
買
い
物

　

お
買
い
物
で
何
気
な
く
も

ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
、
買
っ
た

商
品
を
入
れ
家
に
持
ち
帰
っ
た

あ
と
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

そ
の
役
目
が
終
わ
れ
ば
ご
み
箱

に
直
行
、
と
い
う
こ
と
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
使
い
捨
て
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
た
め

に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
マ
イ

バ
ッ
グ
で
す
。

　

最
近
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の

高
さ
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
繰
り
返
し
使
え
る
マ

イ
バ
ッ
グ
を
使
い
、
ご
み
に
な

る
レ
ジ
袋
を
断
れ
ば
、
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

す
で
に
実
践
し
て
い
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
と
い
う

方
も
、
マ
イ
バ
ッ
グ
で
ご
み
の

減
量
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

出
し
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
お
住
ま
い
の
地
区
以

外
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご

み
を
出
し
て
い
る
人
が
い
る
と

い
う
苦
情
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
区

で
設
置
し
、
そ
の
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
が
共
同
で
利
用
す
る

も
の
で
す
。
決
め
ら
れ
た
場
所
・

日
時
に
適
正
排
出
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝
!!

資
源
収
集「
小
枝
」

　

ご
み
の
減
量
と
循
環
型
社

会
を
目
指
し
、〝「
小
枝
」
の

日
〞
に
剪
定
枝
を
分
別
収
集
し

て
い
ま
す
。
市
内
全
域
で
4
月

か
ら
9
月
の
収
集
量
は
約
６
２
，

２
４
０
㎏
で
す
。

　
〝
剪
定
枝
〞
を
紙
も
し
く
は

麻
ひ
も
で
束
ね
て
！

　

剪
定
し
た
枝
は
、
行
政
カ
レ

ン
ダ
ー
の
〝
小
枝
の
日
〞
に
束

ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

束
ね
る
際
は
で
き
る
だ
け
紙
・

麻
ひ
も
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
ご
み
減
量
化
と
分
別

収
集
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
!!

　

住
宅
の
庭
先
を
含
む
野
外
で

の
ご
み
の
焼
却
行
為
（
野
焼
き
）

は
違
法
行
為
で
す
。
一
部
の
例

外
を
除
き
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た

場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は
１
０
０
０
万
円
（
法
人
は

３
億
円
）
以
下
の
罰
金
又
は
こ

れ
ら
の
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
例
外
と
さ
れ
た
場
合
で

も
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響
が
認

め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
直
接
指

導
に
伺
い
、
行
為
を
中
止
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
き
ち
ん

と
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
例
外
と
な
る
場
合

・
廃
棄
物
処
理
法
の
基
準
に
適
合

し
た
焼
却
炉
で
焼
却
す
る
場
合

・
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
社
会
の
慣
習

上
や
む
を
得
な
い
も
の

・
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の・
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
で
あ
っ
た
軽
微
な
も
のな

ど

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築
と
ご

み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く
だ

さ
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー
・
子

供
用
整
理
箪
笥
・
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
・
寿
司

桶
・
宇
都
宮
東
高
校
体
操
着
（
女
子
上
着
冬

用
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
・
男
児
服

（
80
〜
90
㎝
）・
オ
ム
ツ
カ
バ
ー（
70
〜
80
㎝
）・

７
段
飾
り
の
お
ひ
な
さ
ま
・
英
語
教
材
（
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
付
き
）・
お
琴
一
式
（
６
尺

13
弦
）・
ベ
ビ
ー
歩
行
器
・
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア（
女

児
１
１
０
㎝
）・
リ
フ
レ
ス
イ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

ア
（
女
性
用
Ｓ
サ
イ
ズ
）・
リ
フ
レ
ス
イ
ミ

ン
グ
ウ
ェ
ア
（
女
児
１
４
０
㎝
）・
ド
ッ
グ

ゲ
ー
ジ

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
お
昼
寝
布
団
セ
ッ
ト
（
男
児
）・
愛
泉
幼

稚
園
制
服
（
男
児
）・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
・
ベ

ビ
ー
バ
ス
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
ク
ー
フ
ァ

ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
第
二
薬
師
寺
幼
稚

園
制
服
（
ス
カ
ー
ト
１
３
０
〜
１
４
０
㎝
）・

第
二
薬
師
寺
幼
稚
園
冬
用
体
操
着
（
女
児

１
３
０
〜
１
４
０
㎝
）・
国
分
寺
東
小
学
校

体
操
着
・
男
児
洋
服（
１
２
０
〜
１
３
０
㎝
）・

女
児
洋
服
（
１
１
０
〜
１
２
０
㎝
）・
靴
（
女

児
18
㎝
）・
プ
ー
ル
バ
ッ
グ
（
男
児
用
）・
三

輪
車
・
布
ぞ
う
り
作
成
キ
ッ
ト
・
家
庭
用
ミ

シ
ン
・
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
・
ゆ
り
か

ご
・
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
子
供

用
ス
ー
ツ
（
男
児
１
２
０
㎝
、
女
児
１
２
０

㎝
）・
靴
（
男
児
20
㎝
、
女
児
20
㎝
）・
ス
ノ
ー

ブ
ー
ツ
（
男
児
20
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

栃
木
県
内
の
店
舗
、
医
療
機
関
の
駐
車
場
に
は
、
専
用
の
利
用
者
証
を
掲
示
す
る
こ
と
で
障
が
い
の
あ
る
方
や
要
介
護
高
齢
者
、

妊
婦
の
方
が
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
○
か
×
か
？

問
３

Shimotsuke
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■
南
河
内
地
区（
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

　

剣
道
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・
硬
式
テ

ニ
ス
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ス
ポ
ー
ツ
玉

入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
南
河
内
地
区
で

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

石
橋
地
区
と
国
分
寺
地
区
で
市

民
体
育
祭
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

各
地
区
で
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
国
分
寺
地
区
大
会
（
総
合
）

　

優　

勝　

下
町

　

準
優
勝　

国
分
Ａ

　

第
３
位　

川
北

　

第
４
位　

川
西

　

第
５
位　

笹
原

　

第
６
位　

川
東

■
石
橋
地
区
大
会
（
運
動
会
）

　

優　

勝　

栄
町
西

　

準
優
勝　

若
林
南

　

第
３
位　

下
石
橋

■
石
橋
地
区
大
会
（
総
合
）

　

優　

勝　

栄
町
西

　

準
優
勝　

下
石
橋

　

第
３
位　

若
林
南

　

第
４
位　

下
古
山

　

第
５
位　

本
町

　

第
６
位　

若
林
北

第
９
回
下
野
市
民
体
育
祭
運
動
会（
石
橋
・
国
分
寺
）と

第
６
回
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
し
た

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

第
８
回
下
野
市
長
杯

ゴ
ル
フ
大
会

■
開
催
日

　

11
月
19
日
㈬

■
場
所

　

南
摩
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者

　

市
内
在
住
・
在
勤
者
及
び
市

民
の
紹
介
者

■
内
容

　

18
Ｈ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
新

ペ
リ
ア
方
式

■
費
用

　

参
加
費
２
，
０
０
０
円

　

プ
レ
ー
代
６
，０
０
０
円
（
昼

食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
込
み
）

■
定
員

　

１
５
０
名

■
申
し
込
み

　

11
月
９
日
㈰
ま
で
に
各
地
区

役
員
ま
た
は
フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
参
加
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

国分寺地区

石橋地区南河内地区

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】　 

お
も
い
や
り
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
す
。
専
用
の
利
用
者
証
は
、
利
用
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
へ
社
会
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎
）、

市
民
課
（
国
分
寺
・
南
河
内
窓
口
）
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

Shimotsuke
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下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会

コ
ー
ス
レ
ッ
ス
ン

　

午
前
中
は
芝
の
上
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
練
習
や
バ
ン
カ
ー
、

パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
を
行
い
、

午
後
は
９
ホ
ー
ル
を
ラ
ウ
ン
ド

し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
経
験
の
な
い
方
大
歓

迎
で
す
。

■
日
時

　

11
月
24
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
集
合

■
場
所

　

思
い
川
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

■
参
加
費

　

３
，
１
０
０
円
（
昼
食
別
）

■
定
員　

８
名

■
申
し
込
み

　

11
月
17
日
㈪
ま
で
に
フ
ラ

ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

☎（
44
）４
４
３
３

　

井
上　

和
宏

　
☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　

 http://hom
epage2.

nifty.com
/SCT

A
/

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

竹
の
子
ク
ラ
ブ

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

木
島
・
須
藤
ペ
ア
準
優
勝

　

８
月
23
日
、
第
13
回
栃
木
県

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
に
お
い
て
、
低
学
年
男
子

の
部
で
、
木
島
凛
翔
（
薬
師
寺

小
４
年
）
さ
ん
・
須
藤
漱
太
（
吉

田
西
小
４
年
）
さ
ん
ペ
ア
が
準

優
勝
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

両
選
手
の
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

竹
の
子
ク
ラ
ブ
代
表　

中
西

　

☎
０
９
０（
９
１
５
５
）５
２
１
２

※
随
時
、
会
員
募
集
中

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

第
９
回
下
野
市

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ

ニ
ス
大
会
出
場
者
募
集

■
開
催
日

　

12
月
７
日
㈰

　

予
備
日
12
月
14
日
㈰

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
内
容　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

　

６
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
（
セ
ミ
ノ
ー
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
方
式
）

※
参
加
申
込
者
人
数
に
よ
っ
て

は
、
予
選
リ
ー
グ
方
式
や
コ
ン

ソ
レ
マ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
全
試
合
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ

■
参
加
費

　

１
組　

２
，
５
０
０
円

■
参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

■
そ
の
他　

ド
ロ
ー
は
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
12
月
１
日
㈪

に
発
表
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

11
月
10
日
㈪
〜
27
日
㈭
午
後

５
時
ま
で
に
、
申
し
込
み
用
紙

と
参
加
費
を
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ

交
流
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会

Let’s SPORTS

元
気
ワ
イ
ワ
イ
南
河
内

お
試
し
陸
上
教
室

参
加
者
募
集

　

体
を
動
か
す
良
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
は

持
久
走
大
会
間
近
、
今
回
は
主

と
し
て
長
距
離
走
を
対
象
に
行

い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

走
っ
て
み
た
い
方
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時　

11
月
15
日
㈯
・
22
日

㈯
・
29
日
㈯
３
日
間

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

■
場
所　

南
河
内
中
学
校
校
庭

■
対
象
者　

長
距
離
走
に
興
味

の
あ
る
方
（
小
学
生
以
上
）

■
内
容　

長
距
離
走
を
学
ぶ

■
参
加
費　

　

会
員　
　

４
０
０
円

　

非
会
員　

５
０
０
円

■
申
し
込
み　

11
月
４
日
㈫
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ

南
河
内
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
ク

ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
申
込
書
に

記
入
の
う
え
参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

 http://gyy-sports.a.1a9.jp/

髙
藤
選
手
を
応
援
し
よ
う
！

髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市
後
援
会

会
員
募
集
中
！

　

下
野
市
出
身
の
柔
道　

髙
藤

直
寿
選
手
を
応
援
し
て
く
れ
る

個
人
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

　

個
人　

一
口
１
，
０
０
０
円

　

団
体　

一
口
５
，
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
１
口
以
上

■
会
員
特
典

１
．
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

２
．
会
報
誌
を
送
付
し
ま
す
。

３
．
応
援
観
戦
や
壮
行
会
等
に

参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

入
会
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
配
布
し
て
い
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

髙
藤
直
寿
選
手
下
野
市
後
援

会
事
務
局
（
下
野
市
体
育
協
会

事
務
局
）

　

☎（
52
）１
１
２
４

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
長
が
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
と
昼
食
を
と
り
な
が
ら
語
り
合
う
懇
談
会
の
名
称
は
？

問
４

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.11
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小
学
生
派
遣
事
業

　

平
成
13
年
よ
り
始
ま
っ
た
高
松
市
と

の
交
流
は
昨
年
６
月
、『
歴
史
文
化
交

流
協
定
』
が
締
結
さ
れ
、
活
発
な
交
流

が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
の

３
日
間
、
高
松
市
と
の
友
好
親
善
交
流

と
し
て
第
12
回
目
と
な
る
小
学
生
派
遣

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
の
派
遣

団
は
、
市
内
小
学
６
年
生
21
名
、
団
長
、

引
率
者
（
小
学
校
教
諭
）
１
名
と
事
務

局
（
生
活
安
全
課
）
の
計
25
名
で
し
た
。

　

地
元
の
国
分
寺
北
部
小
、
南
部
小
の

児
童
と
の
交
流
発
表
会
や
つ
な
が
り
の

軸
で
あ
る
讃
岐
国
分
寺
跡
等
の
貴
重
な

歴
史
遺
産
を
見
学
し
、
新
た
な
友
情
作

り
と
高
松
市
の
風
土
に
触
れ
、
両
市
の

絆
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

第
３
回
下
野
市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

　

３
回
目
と
な
り
ま
し
た
今
回
の
派
遣

事
業
で
は
、
７
月
20
日
か
ら
26
日
ま

で
の
７
日
間
を
派
遣
期
間
と
し
、
池
澤

教
育
長
を
団
長
に
迎
え
、
石
橋
中
学
校

よ
り
５
名
、
国
分
寺
中
学
校
よ
り
４
名
、

南
河
内
中
学
校
よ
り
３
名
、
南
河
内
第

二
中
学
校
よ
り
４
名
、
そ
の
他
引
率
３

名
の
、
計
20
名
の
派
遣
団
員
が
、
姉
妹

都
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
ラ
イ
ン
川
沿
い
に
あ
る

マ
ル
ク
ス
ブ
ル
ク
城
を
見
学
し
、
ド
イ

ツ
の
雄
大
な
自
然
や
文
化
を
目
の
当
た

小
学
生
受
入
事
業

　

ま
た
、
８
月
19
日
に
高
松
市
讃
岐
国

分
寺
小
学
生
交
流
団
23
名
が
下
野
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。
ゆ
う
ゆ
う
館
で
行
わ

れ
た
歓
迎
会
で
は
、
下
野
市
国
内
交
流

協
会
の
女
性
役
員
の
方
々
に
よ
り
、
か

ん
ぴ
ょ
う
の
卵
と
じ
汁
を
は
じ
め
地
元

産
の
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
と
サ
ラ
ダ

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
の
高
松
市
小
学
生
交
流
団
と
本
市
小

学
生
交
流
団
員
と
の
交
流
会
で
は
、
下

野
薬
師
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
協
力

に
よ
り
「
下
野
か
る
た
取
り
」
を
行
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
風
土

記
の
丘
資
料
館
や
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
、

道
の
駅
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

り
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ル
ダ
ー
ベ

ル
ク
中
学
校
に
も
訪
問
し
、
現
地
の
中

学
生
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
日
目
の
夜
に
行
わ
れ
た
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
総
領
事

を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
と
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
下
野

市
の
中
学
生
に
よ
る
出
し
物
で
は
、
代

表
生
徒
に
よ
る
少
林
寺
拳
法
の
演
武
、

生
徒
全
員
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
の
踊
り

を
披
露
し
、
大
変
な
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

派
遣
団
員
の
誰
も
が
現
地
の
方
々
の

温
か
い
歓
迎
や
お
も
て
な
し
に
感
動
し
、

姉
妹
都
市
間
の
深
い
絆
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

異なる土・異なる風・異なる水と空気
　　　　それぞれの故郷の違いと良さを体験する

国
内
交
流　

高
松
市

国
際
交
流　

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル

国内交流／国際交流

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は「
市
長
と
い
き
い
き
ラ
ン
チ
ト
ー
ク
」】　 

気
軽
な
雰
囲
気
で
、
市
長
と
下
野
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

く
わ
し
く
は
総
合
政
策
課（
☎（
40
）５
５
５
０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説

　

石
橋
に
グ
リ
ム
の
館
が
あ
り
ま
す
が
、

グ
リ
ム
童
話
は
下
野
市
の
み
な
ら
ず
全
国

的
に
有
名
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
は
グ
リ
ム
童
話
の
ほ
か
に
も
お

も
し
ろ
い
物
語
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
有
名
な
一
つ

の
伝
説
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

昔
々
、
14
世
紀
ご
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

真
ん
中
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う
大
き

な
国
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
帝
国
は
多
く

の
小
さ
い
国
々
の
集
ま
り
で
あ
り
、
現
在

の
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
も

そ
の
帝
国
の
一
部
で
し
た
。
そ
の
時
代
は

今
の
平
和
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
い
、
日
本

の
戦
国
時
代
と
同
じ
よ
う
に
戦
争
が
多
く

行
わ
れ
、
国
の
領
土
が
よ
く
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
反
動
で
、
今
は
永
世
中
立
国
と

な
っ
て
い
る
ス
イ
ス
の
独
立
的
な
性
格
が

生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
象

徴
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
と
い
う

ス
イ
ス
人
の
伝
説
が
今
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

２
本
の
矢

　

テ
ル
が
住
ん
で
い
た
場
所
の
支
配
者
で

あ
る
ゲ
ス
ラ
ー
と
い
う
人
は
、
村
の
広

付
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
物
語
は
ド
イ
ツ
で
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ラ
ー
の
劇
と
し
て
、
ド

イ
ツ
の
小
学
生
な
ら
誰
で
も
見
た
こ
と

が
あ
る
く
ら
い
有
名
で
す
。
私
も
小
学

生
の
時
に
こ
の
物
語
を
読
み
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
何
を
伝
え
た
い
物
語
な
の
か

あ
ま
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
13
歳

の
時
に
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
大
人
に
な
っ
た
今
で
も
わ
か
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
…
皆
様
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？
こ
の
物
語
が
伝
え
た
い

こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

ど
う
し
て
人
々
は
現
在
で

も
こ
の
昔
話
を
愛
し
、
語

り
継
い
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
も
し
話
の
内
容

さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た

け
れ
ば
下
野
市
国
際

交
流
協
会
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ

（

w
w
w
.facebook.

com
/Shim

otsuke.
International

）
に
、

テ
ル
の
物
語
に
つ
い

て
詳
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
テ

ル
の
物
語
を
読
ん
だ

感
想
も
コ
メ
ン
ト
で

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

場
の
真
ん
中
に
長
い
棒
を
打
ち
立
て
る
と
、

そ
の
上
に
一
つ
の
帽
子
を
か
け
、
そ
の
前

を
通
る
人
は
必
ず
帽
子
に
向
か
っ
て
お
辞

儀
を
す
る
よ
う
に
村
の
人
に
命
令
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
強
い
心
を
持
っ
て
い
た
テ

ル
は
あ
る
日
、
息
子
と
一
緒
に
お
辞
儀
を

し
な
い
で
帽
子
の
前
を
通
り
、
そ
れ
を
見

た
ゲ
ス
ラ
ー
は
テ
ル
を
捕
ま
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
ゲ
ス
ラ
ー
は
、
息
子
の

頭
の
上
に
乗
せ
た
リ
ン
ゴ
を
矢
で
撃
ち
落

と
す
こ
と
が
で
き
た
ら
解
放
す
る
こ
と
を

テ
ル
に
約
束
し
ま
し
た
。
テ
ル
は
木
の
下

に
立
た
せ
た
息
子
の
頭
上
に
リ
ン
ゴ
を
乗

せ
る
と
、
二
本
の
矢
を
取
っ
て
見
事
に
リ

ン
ゴ
の
真
ん
中
を
撃
ち
抜
き
ま
し
た
。
そ

の
後
で
ゲ
ス
ラ
ー
が
、
な
ぜ
矢
を
二
本
も

取
っ
た
と
テ
ル
に
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と

テ
ル
は
、
も
し
一
本
目
を
外
し
て
息
子
を

死
な
せ
た
ら
、
残
り
の
一
本
で
あ
な
た
を

射
抜
く
つ
も
り
で
し
た
と
答
え
ま
し
た
。

ゲ
ス
ラ
ー
は
そ
の
言
葉
に
怒
り
、
テ
ル
を

捕
虜
に
し
、
牢
屋
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
テ
ル
は
う
ま
く
逃
げ
出
し
、

ゲ
ス
ラ
ー
に
つ
い
て
も
っ
と
ひ
ど
い
乱
暴

な
話
を
聞
い
た
の
で
、
ゲ
ス
ラ
ー
を
打
ち

殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が

人
々
を
鼓
吹
し
、
ス
イ
ス
の
独
立
に
結
び

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル(W

illh
e
lm
 Te
ll)

国際交流

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
1
回
「
マ
シ
ア
ス
の
ま
ち
あ
そ
び
」

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
と
は
、
ド
イ
ツ

発
祥
と
言
わ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で

の
日
数
を
数
え
る
た
め
の
特
別
な
カ
レ
ン

ダ
ー
で
す
。
国
際
交
流
員
と
一
緒
に
ア
ド

ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
、
一
味
違

う
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大
人
の
方
も
大
歓
迎

で
す
！

■
日
時　

11
月
29
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
（
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

第
２
・
３
研
修
室

■
定
員　

20
名
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
申
込
期
間　

11
月
10
日
㈪
〜
27
日
㈭

■
参
加
費

　

ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
一
つ
に
つ
き

　

一
般 

５
０
０
円

　

国
際
交
流
協
会
会
員 

４
０
０
円

 

（
当
日
集
金
し
ま
す
）

■
持
ち
物　

は
さ
み
、
の
り
、
ク
レ
ヨ
ン
や

色
マ
ジ
ッ
ク
等
、
お
菓
子
あ
る
い
は
小
さ
い

玩
具
（
※
）、
持
ち
帰
り
用
の
大
き
い
袋

※
お
菓
子
・
玩
具
に
つ
い
て

　

24
個
以
上
の
小
袋
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
違
う
種
類
で
あ
る
方
が
良
い
。
例
え
ば
、

色
々
な
味
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
小
さ
い
ク
ッ

キ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
役

所
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
５
５

　

sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

道
の
駅
し
も
つ
け
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ
ン
ピ
く
ん
」
の
モ
チ
ー
フ
は
？

①
そ
ら
ま
め　
　

②
へ
ち
ま
の
実　
　

③
ゆ
う
が
お
の
実

問
５
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青
少
年
育
成
支
援
者
養
成
講
座

み
ん
な
で
そ
と
ご
は
ん

〜
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
＆
野

外
遊
び
体
験
講
座
〜

　

こ
の
講
座
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
か
ら
、
大
人
が
子
ど
も
の

成
長
に
関
わ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
、
ご

飯
を
作
っ
て
美
味
し
く
食
べ
る
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
み
ん
な

一
緒
に
外
ご
は
ん
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

■
講
座
内
容

・ 

ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
体
験
（
飯

ご
う
炊
さ
ん
、
み
そ
汁
、
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
に
よ
る
肉
料
理
な

ど
）

※
調
理
に
火
と
刃
物
を
使
用
。

・ 

野
外
遊
び
（
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
）
体
験

■
日
時

　

12
月
6
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所

下
野
市
人
権
教
育
講
演
会

開
催

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
・
犯
罪
か
ら

子
ど
も
を
ど
う
守
る
か
」

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

　
　
　
　

子
ど
も
の
人
権
〜

　

当
市
で
は
人
権
保
護
の
啓
発

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
人
権
教

育
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
最
近
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
子
ど
も
の
人

権
侵
害
で
す
。

　

子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や

犯
罪
の
被
害
者
・
加
害
者
に
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、
大
人
の
理

解
が
不
可
欠
で
す
。
現
状
と
対

応
方
法
を
学
び
、
子
ど
も
た
ち

に
正
し
い
知
識
や
モ
ラ
ル
を
伝

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

■
日
時

　

12
月
20
日
㈯

　

開
場
：
午
前
9
時
30
分

　

講
演
：
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

　

国
分
寺
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
講
演
内
容

　

い
じ
め
・
犯
罪
等
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
子
ど
も
の
人

権
侵
害
の
実
態
、対
策
方
法
な
ど
。

■
講
師

　

全
国
ｗ
ｅ
ｂ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

　

つ
る
ま
き
公
園
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト

■
対
象　

小
学
生
の
家
族
10
組

■
材
料
費　

１
人
１
０
０
０
円

※
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
参
加
者

に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　

11
月
21
日
㈮
午
後
5
時

■
申
込
み
方
法

　

生
涯
学
習
課
へ
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

グ
協
議
会

理
事
長　

安
川　

雅
史　

氏

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

ネ
ッ
ト
い
じ
め
・
い
じ
め
・

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
少
年

犯
罪
問
題
に
本
格
的
に
取
り
組

む
。
全
国
各
地
よ
り
依
頼
を
受

け
、
講
演
会
や
研
修
会
を
行
う
。

（
過
去
8
年
間
実
績
：
全
国
２
，

０
０
０
会
場
以
上
）

（
全
国
ｗ
ｅ
ｂ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
協
議
会
理
事
長
、
第
一
学
院

高
等
学
校
統
括
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

上
野
学
園
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

　

文
部
科
学
省
「
ネ
ッ
ト
安
全

安
心
全
国
推
進
会
議
」
委
員
、

「
学
習
指
導
要
領 

教
育
の
情
報

化
手
引
き
」
検
討
委
員
、「
先

端
的
な
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
教
育
・
学
習
に
関
す
る
調

査
」
検
討
委
員
な
ど
、
国
や
自

治
体
の
委
員
と
し
て
も
活
躍
中
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

し
も
つ
け
大
人
塾
26
通
信

　

こ
の
講
座
は
「
地
域
と
つ
な

が
る
自
分
魅
せ
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
分
の
魅
力
の
再
発
見
す
る
こ

と
を
通
じ
て
地
域
と
つ
な
が
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
講
座

の
模
様
を
お
届
け
し
ま
す
。

◎
第
６
回（
９
月
13
日
㈯
）

「
だ
が
し
や
楽
校
を
や
っ
て
み

よ
う
②
〜
ハ
ン
ズ
・
イ
ン
・
カ

フ
ェ
で
自
分
み
せ（
見
せ
・
店
）

の
練
習
〜
」

　

い
よ
い
よ
次
回
は
自
治
医
科

大
学
の
薬
師
祭
で
「
だ
が
し
や

縁
日
」
の
本
番
で
す
。
今
回
は

頭
の
中
で
考
え
て
い
た
自
分
み

せ
を
実
践
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
那
須
塩
原
市
「
生
涯
学

習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
受
講
者
の
み
な
さ
ん
や
、

児
童
館
に
き
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
遊
び
に
き
て
く
れ
て
大
盛

況
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

昨年の講座の様子

ハンズ・イン・カフェの様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】　

ゆ
う
が
お
の
実
は
、
下
野
市
の
特
産
品
で
あ
る
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
原
料
で
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.11
28



平
成
27
年
度
下
野
市
社
会
教

育
指
導
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

勤
務
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下

記
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
資
格

（
１
）
昭
和
28
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

（
２
）
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
人

（
３
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
有

し
、
５
年
以
上
官
公
署
若
し
く

は
社
会
教
育
関
係
団
体
に
お
い

て
社
会
教
育
に
関
係
の
あ
る
職

に
あ
っ
た
人

②
教
育
職
員
の
普
通
免
許
状
を

有
し
、
５
年
以
上
教
育
に
関
す

る
職
に
あ
っ
た
者
で
社
会
教
育

主
事
の
資
格
の
あ
る
人

③
そ
の
他
社
会
教
育
に
係
る
活

動
経
験
が
あ
り
①
、
②
に
掲
げ

る
者
に
相
当
す
る
経
験
が
あ
る

と
教
育
委
員
会
が
認
め
た
人

※
③
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

（
４
）
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務

処
理
が
で
き
る
人

（
５
）
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ

Ｔ
車
免
許
可
）
を
有
す
る
人

■
勤
務
先

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
及
び
、

施
設
窓
口
業
務
等
施
設
管
理
に

関
す
る
こ
と
。

■
試
験
日
時
等

　

平
成
27
年
１
月
22
日
㈭

　

午
前
９
時

■
試
験
内
容

 　

作
文
及
び
面
接
試
験

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
、
受
付
期
間
中
に
生
涯
学
習

課
（
下
野
市
役
所
石
橋
庁
舎
２

階
）に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
付
期
間
外
・
郵
送
・
書
類
不

備
の
も
の
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間

　

11
月
11
日
㈫
〜
12
月
12
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書

　

生
涯
学
習
課
・
公
民
館
・
生

涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

配
布
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
写

真
貼
付

③
受
験
票
用
の
写
真
1
枚
（
３

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
・

上
半
身
、
縦
４
㎝
・
横
３
㎝
程

度
）

■
合
否
発
表

　

石
橋
公
民
館
・
国
分
寺
公
民

館
・
南
河
内
公
民
館
・
南
河
内

東
公
民
館
・
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
13
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

※
た
だ
し
、
日
曜
日
、
夜
間
に

勤
務
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

（
行
事
や
講
座
に
よ
る
）。

　

ま
た
、
出
勤
す
る
曜
日
は
、

行
事
・
職
場
内
の
シ
フ
ト
調
整

等
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

■
採
用
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
28
年
３
月
31
日

※
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
認

め
た
場
合
は
、
４
年
を
上
限
と

し
て
再
任
さ
れ
ま
す
。

■
報
酬　

月
額
15
万
円

　
（
下
野
市
の
報
酬
条
例
に
よ

る
額
と
し
、
交
通
費
を
含
む
。）

※
雇
用
保
険
は
加
入
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
の
適
用
、
有
給
休

暇
、
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
主
な
仕
事

　

各
種
学
級
講
座
の
企
画
・
運

営
等
や
自
主
活
動
団
体
の
支

援
・
相
談
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
団

体
）
間
の
連
携
支
援
や
生
涯
学

習
情
報
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

平
成
27
年
2
月
中
旬
に
合
否
結

果
を
郵
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

　

☎（
52
）１
１
１
９

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト

講
座

　

当
市
で
は
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
学
習
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
、
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
じ
て
、
市
民
が
主
催
す
る
学

習
会
に
市
職
員
を
講
師
と
し
て

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
は
、
生
涯

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
交
流
ス
ペ
ー
ス

の
掲
示
板
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
「
生
涯

学
習
課
」
か
ら
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
稲
で
し
め
縄

づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
」

受
講
生
募
集

　

今
年
の
春
か
ら
、
生
涯
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
の
壁
面
を
利
用

し
て
、
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
使
っ
て
稲
を
育
て
ま
し
た
。

見
事
に
育
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

稲
を
使
っ
て
し
め
縄
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
す
。
エ
コ
で
素
朴
な

お
正
月
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

粂
川　

祐
子　

氏

■
定
員　

先
着
10
名

　

小
学
生
以
上

■
材
料
費　

５
０
０
円

■
受
付　

11
月
17
日
㈪
〜

　

12
月
25
日
㈭
ま
で
（
日
祝
・

水
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

右
上
か
ら
検
索
す
る
と

便
利
で
す
！

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.11
29



　　南河内図書館　　
■祇園小学校・緑小学校作品展示　1階ロビー
展示期間：11月1日㈯～ 26日㈬
■読書会　
11月8日㈯　午前10時～
テキスト／川上　弘美 著「神様」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
11月8日㈯　１階児童コーナー
・1回目：午前10時～　・2回目：午前11時～
11月22日㈯　１階児童コーナー
・1回目：午後2時～　・2回目：午後3時～
■リサイクル市
期　間：11月8日㈯・9日㈰
・書籍・ビデオ／南河内公民館ロビー
　午前9時～午後4時30分
・雑誌／南河内図書館ロビー
　午前9時～午後7時
※バッグ（袋）類は各自でご用意ください
■親と子のカード作り教室
親子で手づくりカードを作ってみませんか？
日　時：12月7日㈰　午前10時～正午
場　所：南河内公民館1階 会議室
講　師：城鳥律子、佐藤きみ子 先生
対　象：市内在住の小学3年生～中学生
　※親子で参加の場合は小学1年生から可
定　員：15名（先着順）※11/1 ～受付開始

　　石橋図書館　　
■おはなし会　1階おはなしコーナー
11月1日㈯、15日㈯　午前11時～
■映画会　2階視聴覚室
11月8日㈯・22日㈯・29日㈯　午前10時30分～
■読書会
11月12日㈬　午前10時～
テキスト／森　敦 著「月山・鳥海山」
■その他のイベント
①きょうりゅう工作会
11月8日㈯　午後1時30分～／定員15名
②下野学講座　※受付開始10月26日㈰
「下野朝臣古麻呂の肖像とその時代を探る」
11月29日㈯　午後2時～／定員24名
③図書館寄席　※受付開始11月1日㈯
11月30日㈰　午前10時30分～／定員50名
※詳細は石橋図書館にてお知らせします

　　国分寺図書館　　
■国分寺中学校作品展示　2階視聴覚室
展示期間：11月1日㈯～ 30日㈰
◇国分寺図書館蔵書点検のお知らせ
11月11日㈫から15日㈯まで蔵書点検のため休館
します。返却は開館している南河内・石橋図書

館にお願いします。閉館時にはブックポストを
ご利用ください。※視聴覚資料は不可
■お話ポケットの会のおはなし会
11月8日㈯　午後2時～
■出居牧子ヴァイオリンコンサート
11月8日㈯　午後2時～　2階視聴覚室
定員30名　※要申込み
■新聞コラム書き写しの会　2階視聴覚室
11月7日㈮、21日㈮　午前9時～ 10時30分
※毎月第1・第3金曜日実施中
■読書会
11月22日㈯　午前10時～
テキスト／江藤　淳 著「妻と私」
■スタッフによるお楽しみ会
11月22日㈯　午前10時30分～
■読み聞かせボランティア養成講座
日　程：11月15日㈯、22日㈯、29日㈯
時　間：午後2時～※時間が変更になりました
講　師：小林直子先生　※要申込み
■文学講座「本当に怖い雨月物語」
12月20日㈯　午後2時～
講　師：宇都宮大学　大橋　敦　先生
定　員：20名　※要申込み
■工作会「アシモと一緒にクリスマス」
12月24日㈬　午前10時～正午
定　員：30名　※要申込み

　利用者アンケート実施中　
中学生以上の来館者を対象に、利用者アン
ケートを実施しています。皆さまのご協力を
お願いします。　11月9日㈰まで。

ＱＲコード

利用案内
■11月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
歩いて行く二人（南） … 岸　惠子・吉永小百合

日本映画界を代表する 2大女優が、仕事・恋・被災地
への思いなど、心ゆくまで語り合った対談写真集。

ムラカミのホームラン（南） … 川崎　徹
近所の犬（石） … 姫野カオルコ
杖ことば（石） … 五木　寛之
はじめてのフランス語（国） … 中野　久夫
塩レモンのおいしいレシピ（国） … 川上　文代
＜児童書＞
黒魔女さんの小説教室（南） … 石崎　洋司
駅のふしぎな伝言板（南） … ほしおさなえ
らくごで笑児科（石） … 斉藤　　洋
ぼくのニセモノをつくるには（石）
 … ヨシタケシンスケ
まるかいてピョン（国） … 舟崎　克彦
目でみる単位の図鑑（国） … 丸山　一彦
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこで
も貸出（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.11
30

図書館インフォメーション



図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

2014上半期ベスト！

　今回の読書人は、2014年上半期（4
月～9月）に下野市内3図書館で貸出
回数の多かった本を紹介します。
　一般書は、テレビドラマや映画で話
題になった作品が多く借りられて
いるようです。
　児童書1位は、親子で読んで
いただきたい作品です。

一般書ベスト２

夢幻花

東野 圭吾 著
PHP研究所

児童書ベスト３

かいけつゾロリの
てんごくと
じごく
原ゆたか 作・絵
ポプラ社

◇ご利用の図書館で所蔵していない資料でも、市内の図書館で所蔵があれば配送して貸出することができます。
貸出中の場合は予約も可能です。詳しくは図書館カウンターにてお尋ねください。
南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

殺されたのは花を愛でながら悠々自適な生
活を送っていた老人。第一発見者は孫娘。
事件の真相と、庭から消えた黄色い花の謎
を解け。東野圭吾の長編ミステリーが第 2
位。

「ゾロリをじごくにつれてこい！」えんま
大王のめいれいであくまがやってきた！！
あくまのしかけたワナに、ゾロリ大ピン
チ！！

児童書ベスト２

極寒の
サバイバル

洪 在徹 文
朝日新聞社

熱気球で旅行中の主人公は、強風にあおら
れ極寒のシベリアに不時着！大人気科学ま
んがサバイバルシリーズ 30作目。

一般書ベスト３

海賊とよばれ
た男（上）

百田 尚樹 著
講談社

出光興産の創業者・出光佐三をモデルにし
たノンフィクション・ノベルの上巻が第 3
位。2013 年「第 10回本屋大賞」受賞作品。
（下巻もあります）

読書人

ペテロの葬列

宮部みゆき 著
集英社

まよなかの
たんじょうかい
西本鶏介　作
鈴木出版

主人公の杉村三郎はある日、拳銃を持っ
た老人によるバスジャックに遭遇。事
件は解決したかに見えたが、そこから
が本当の謎の始まりだった。
ドラマ化され話題となった杉村三郎シ
リーズ第 3弾。

今日はさきちゃんの誕生日。タクシー
の運転手をしているお母さんはなかな
か帰ってきません。どうしたのかな？
サバイバルやゾロリを抜いて 1 位に
なったのは、現実を舞台にした「生活
童話」でした。

一
般
書
ベ
ス
ト
１

児
童
書
ベ
ス
ト
１

〈一般書〉貸出ベスト10
１． 「ペテロの葬列」 宮部みゆき 著
２． 「夢幻花」 東野　圭吾 著
３． 「海賊とよばれた男（上）」 百田　尚樹 著
４． 「祈りの幕が下りる時」 東野　圭吾 著
５． 「望郷」 湊　かなえ 著
６． 「村上海賊の娘（下）」 和田　　竜 著
７． 「アンのゆりかご」 村岡　恵理 著
８． 「村上海賊の娘（上）」 和田　　竜 著
９． 「豆の上で眠る」 湊　かなえ 著
10． 「白ゆき姫殺人事件」 湊　かなえ 著
～ミステリーVS受賞作VS映像化作～

〈児童書〉貸出ベスト10
１．「まよなかのたんじょうかい」 西本　鶏介 著
２．「極寒のサバイバル」 洪　在徹 著
３．「かいけつゾロリのてんごくとじごく」
 原　ゆたか 著
４．「かえってきたまほうのじどうはんばいき」
 やまだともこ 著
５．「ロボット世界のサバイバル１」
 金　政郁 著
６．「かいけつゾロリのめいたんてい
 とうじょう」 原　ゆたか 著
７．「かいけつゾロリの
 まほうのランプ～ッ」 原　ゆたか 著
８．「自然史ミュージアムのサバイバル 1」
 ゴムドリ co. 著
９．「かいけつゾロリつかまる !!」 原　ゆたか 著
10．「自然史ミュージアムのサバイバル 2」
 ゴムドリ co. 著

～サバイバルとゾロリが人気！～
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人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
・
人
間
の
信
頼
を
テ
ー

マ
と
し
た
、
黒
澤
明
作
品
『
羅ら

し
ょ
う
も
ん

生
門
』
の
素
材

と
さ
れ
て
い
る
芥あ
く
た
が
わ
り
ゅ
う
の

川
龍
之
介す
け

の
「
羅
生
門
」・

「
藪や

ぶ

の
中
」
の
更
な
る
素
材
が
、
平
安
時
代
に

編
さ
ん
さ
れ
た
『
今
昔
物
語
』
で
あ
る
こ
と
は
、

多
く
の
方
が
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
中
学
生
に
な
る
と
国
語
の
古
典
の
授
業
で

『
今
昔
物
語
』
の
「
馬う
ま

盗ぬ
す
び
と人
」
な
ど
を
習
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
題
材
の
多
く

は
、「
今
は
昔
・
・
・
」
と
あ
る
よ
う
に
貴
族
や

平
安
京
（
京
都
）
を
中
心
と
し
た
物
語
の
内
容
で
、

遠
い
と
こ
ろ
の
昔
話
と
し
て
ピ
ン
と
こ
な
い
人

が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
は

下
野
市
に
所
在
す
る
「
下
野
薬
師
寺
」
に
関
す

る
記
載
が
、
こ
の
「
今
昔
物
語
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
は
知
ら

な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

下
野
薬
師
寺
の
堂ど
う

童わ
ら
べ（

寺
の
雑
用
に
奉
仕
す

る
人
）
で
あ
る
藏ぞ
う

縁え
ん

は
、
日
夜
地じ
ぞ
う蔵
菩ぼ
さ
つ薩
を
信

仰
す
る
行
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
藏
縁
が
三
十

余
歳
の
頃
に
は
、
家
も
豊
か
に
な
り
家
族
も
増

え
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
彼
は
等
身
大
の
地
蔵
菩

薩
一
体
と
堂
を
建
立
し
、
毎
月
二
四
日
に
は
人
々

を
集
め
供
養
を
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
藏
縁
は
、

「
私
は
必
ず
何い

つ時
の
月
か
は
解
ら
な
い
が
、
二
四

の
日
に
極
楽
往
生
す
る
」
と
宣
言
し
て
い
ま
し

た
。
人
々
は
最
初
、
こ
れ
を
笑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

九
十
歳
に
な
っ
て
も
元
気
な
こ
と
か
ら
「
珍
し

い
こ
と
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

延え
ん
ぎ喜

二
年
（
醍だ
い
ご醐

天
皇
代
、
九
〇
二
年
）
の

八
月
二
四
日
、
藏
縁
は
遠
近
の
知
人
を
集
め

て
饗き

ょ
う
お
う応

し
「
皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か
る
の
は
今

日
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
」
と
挨あ

い
さ
つ拶

し
ま
し
た
。

人
々
は
ま
た
、
い
つ
も
の
話
だ
と
思
う
人
、
別

れ
の
涙
を
流
す
人
と
い
ろ
い
ろ
で
し
た
が
、
皆

は
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
藏
縁

は
地じ
ぞ
う
ど
う

蔵
堂
に
入
り
、
合が
っ
し
ょ
う掌
し
て
坐す
わ

っ
た
ま
ま
亡

く
な
り
ま
し
た
。
翌
朝
、
人
々
は
こ
れ
を
知
り
、

極ご
く
ら
く楽

往お
う
じ
ょ
う

生
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
感か
ん
た
ん嘆

し
ま
し

た
。

　

こ
の
お
話
し
は
、「
日
頃
か
ら
お
地
蔵
様
を
信

仰
し
た
お
蔭
で
長
寿
を
保
ち
、
極
楽
往
生
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
信
心
深
い
話
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
物
語
か
ら
、
約
千
年
前
の
現
在
の
下
野

市
に
九
十
歳
を
超
え
る
ご
長
寿
な
方
が
い
て
、

そ
の
人
は
薬
師
寺
の
雑
事
に
か
か
わ
る
こ
と
で

国
立
寺
院
機
構
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
さ
ら
に

個
人
資
産
で
仏
像
や
お
堂
を
建
設
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
薬
師
寺
か
ら
僧
を
呼
ん
で
法
会
を
お

こ
な
い
、
法
会
の
後
に
人
々
に
飲
食
が
饗
応
で

き
る
ほ
ど
裕
福
な
「
富
裕
層
」
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
地
蔵
堂
」
が
下
野

薬
師
寺
周
辺
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
知
る
由
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
野
薬
師
寺
跡
の
北
西
で

今
昔
物
語
と
下
野
薬
師
寺　
―
長
寿
・
極
楽
往
生
の
話
し
―

「
三さ
ん
ま
い
じ
ょ
う

昧
場
」
西
側
の
雑
木
林
あ
た
り
は
現
在
も

「
地
蔵
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
北
約
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
上
三
川
高
校
周
辺
の
工
業
団

地
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
土
器
に
「
佛
」

の
文
字
を
記
し
た
も
の
や
僧
が
托た

く
は
つ鉢

の
際
に
持

つ
「
鉄て
つ

鉢ぱ
つ

」
形
の
土
器
が
九
×
三
㍍
の
長
い
特

殊
な
竪た
て
あ
な穴
建た
て
も
の物
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
ム
ラ

の
中
に
「
村そ
ん
ら
く
な
い

落
内
寺じ
い
ん院
・
堂
」
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
藏
縁
さ

ん
が
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

秋
の
夜
長
に
古
典
を
楽
し
み
、
名
画
鑑
賞
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

参
考
文
献
：『
南
河
内
町
史
資
料
編
２　

古
代
・
中
世
』一
六
四
ペ
ー
ジ
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新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
課

14
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Shimotsuke

日月 火 水 木 金 土
2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

12/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

11/1

学童保育入所申
込開始(10･40)
市有地公売申込
開始(10･10)

ふれあいコン
サート(10･34)
みそ汁塩分測定
会(11･18)

市民農園まつり(10･31)
下野市長杯市民囲碁大会
(10･34)

下野市産業祭(10･33)
アンサンブルギオーネ
25周年コンサート(10･41)

いのちのおはなし(10･45)グリム
ミュージック
フェア(10･32)
法の日合同無料
相談会(10･47)

　 スイーツ＆ブレッドグルメフェア(10･33)16日まで
姿川クリーン作戦(10･43)
しもつけ環境フェア(10･20)
学校祭「しらさぎ祭」(11･35)
学校祭「おおぞら祭」(10･35)
学校祭「北桜祭」(11･35)
いのちのおはなし(10･45)
成年後見相談会(10･48)

石橋高校マラソ
ン大会(10･40)
子育て巡回
相談(10･15)

がん患者と家族
サロン(10･37)
糖尿病予防教室
(11･18)

天平の芋煮会(10･32)
市民将棋大会(10･34)
市親善テニス大会(10･24)

「宮廷音楽への招待状」コンサート…P34

屋外拡声器などを用いた情報伝達訓練…P36

街灯防犯カメラ設置補助事業のお知らせ…P38

「下野市観光振興計画」策定…P39

天平の花まつり出店者募集…P42

今
月
誕
生
日
！…

誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
(40)
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

下野市南河内地区一周駅伝
競走大会(10.23)
小山地区医師会市民公開講
座(11.17)

認知症サポーター
養成講座(11･5)
ヘルシースター
ト教室(11･17)
司法書士無料法
律相談(11･44)

骨太クッキング教室(11･18)
ミックスダブルテニス大会
(11･25)
MusicMakeクリスマスコ
ンサート(11･35)

みそ汁塩分測定
会(11･18)

こころの健康
相談(11･19)

ワンワンふれあい
フェスティバル(11･22)

市長杯ゴルフ
大会(11･24)

ゴルフコース
レッスン(11･25)

グリムの森チェンバロ＆ヴァ
イオリンコンサート(11.34)

コラージュの会ゆうゆうコン
サート(11･34)

ＥＣＯテック＆ライフとちぎ(11･35)

屋外拡声器を用
いた情報伝達訓
練(11･36)

がん患者と
家族のサロン
(11･40)

自治医大子ども医療センター
ボランティア健康講演会
(11･40)
グリムの森ネイチャーゲーム
(10･34)

講演会「元ＣＡが大学教授に
転身した道のりから」(11･40)

住宅性能表示制
度改正ポイント
等説明会
(11･41)

行政書士無料専
門相談(11･44)

多重債務者無料
相談(11･44)

福祉のお仕事
ミニ面談会
(11･44)

保育園等入園
申込期限(10･5)

とちぎ元気グルメまつりTHE FINAL in真岡(10･35)

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

公開学習会「市民力って
なあに？」(11･40)

こうきくん

コウタ モエちゃん

リンちゃん

はとぼう

リクくんはると りゅうのすけ

智くん

2

11月誕生日のみんな！
おめでとう

道の駅しもつけ
イメージキャラクターカンピくん

1

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

1

2

3

4

5
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1

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

第21回コラージュの会
ゆうゆうチャリティコンサート
　最近、日本各地で多発している災害の復旧支
援としてチャリティコンサートを企画しました。
皆様、お誘いあわせのうえお出かけください。
■日時　11 月 29 日㈯　午後２時 開演
■場所　ゆうゆう館
■内容
○１部：ハイツフローレンス、Bluemeemee
　曲目：若者たち、セロリ、ルパン３世のテーマ、
　　　　イン・ザ・ムードほか
○特別出演：杉山　忠（NHKのど自慢 優勝３回）
　曲目：愛のままで、川の流れのように
○２部：
　稲葉　洋（アコーディオン）
　中里　純子（ピアノ）
　曲目：チャルダッシュ、パリの空の下、枯葉、
　　　　碧空、秋の童謡ほか

■問い合わせ先　関口☎ (44) ５７６３
　　　　　　　　倉澤☎ (44) ７６８０

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ム
の
森

三
井
住
友
海
上
文
化
財
団

派
遣
コ
ン
サ
ー
ト

「
宮
廷
音
楽
へ
の
招
待
状
」

　
〜
チ
ェ
ン
バ
ロ
＆

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

優
雅
な
響
き
〜

12/13
「
世
界
の
チ
ェ
ン
バ
リ
ス
ト
9

人
」
の
１
人
に
選
ば
れ
た
中
野
振

一
郎
氏
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

川
田
知
子
氏
に
よ
る
、
バ
ロ
ッ
ク

の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
魅
力
的
な

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時　

12
月
13
日
㈯

午
後
３
時
開
演

■
曲
目

Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
／
ゴ
ル
ト
ベ

ル
ク
変
奏
曲
の
ア
リ
ア 

ト
短
調

Ｇ
．
Ｆ
．
ヘ
ン
デ
ル
／
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
通
奏
低
音
の
た
め
の
ソ

ナ
タ 

ニ
長
調　

他

■
前
売
入
場
券

一
般
２
，０
０
０
円
、

小
中
学
生
１
，０
０
０
円

本
コ
ン
サ
ー
ト
は
、（
公
財
）三
井

住
友
海
上
文
化
財
団
の
助
成
に
よ

り
、
低
料
金
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

■
前
売
券
販
売
所

グ
リ
ム
の
館
、
下
野
市
内
公
民

館
（
国
分
寺
、
南
河
内
、
南
河
内

東
、
石
橋
）、
Ｆ
Ｋ
Ｄ
イ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
+ｅ

■
主
催

下
野
市
教
育
委
員
会
、（
一
財
）

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し
、
栃
木
県
、

（
公
財
）三
井
住
友
海
上
文
化
財
団

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

☎（
52
）１
１
８
０

道
の
駅
し
も
つ
け

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！

12/18 ほか
道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食
材
を

使
っ
て
、
簡
単
！
お
い
し
い
！
調

理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

メ
ニ
ュ
ー
は
簡
単
で
、
家
で
も

実
践
し
や
す
い「
料
理
＆
お
菓
子
」

の
セ
ッ
ト
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
市

内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
道
の
駅
し

も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

料
理
研
究
家

臼
居
芳
美 

先
生

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ

う
の
料
理
」
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
務

め
、
現
在
は
料
理

教
室
を
主
宰
。

栃
ナ
ビ
「
栃
木
っ
て
う
ま
か
ん

べ
？
」
レ
シ
ピ
連
載
や
、
レ
ス
ト

ラ
ン
「
下
野
農
園
」
で
も
料
理
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

先
着
順
（
開
催
日
の
５
日

前
ま
で
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の

　

参
加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。

■
参
加
費

１
，０
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り

　

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

運
営
事
務
局

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

※
受
付
は
、
平
日
午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
６
時

■食のオープンスクール　スケジュール
月日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付

12/18

10：30
～
13：30

ローストビーフで祝う　クリスマス
ディナー
( 霧降高原牛のローストビーフ・リ
ゾット・いちごのミルクレープ )

11/18～

1/20
冬のあったかレシピ
( 牛すね肉のポトフ・サンドイッチ・
ポテトグラタン )

12/15～

2/13
甘辛バレンタイン
（ビビンバ・スンドゥブチゲ・チョ
コレートブラウニー）

1/13～

※内容は、変更になる場合があります。
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

M
usic　

M
ake

主
催

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

12/7
プ
ロ
の
演
奏
を
聴
い
た
り
一
緒

に
歌
っ
た
り
し
て
、
お
子
さ
ま
か

ら
大
人
ま
で
皆
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

■
日
時

12
月
７
日
㈰

午
後
１
時
開
演

■
場
所

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

■
出
演
者

阿
久
津　

世
千
子（
ピ
ア
ノ
）、

コ
ー
ラ
ル
・
カ
リ
ヨ
ン
（
ア
・
カ

ペ
ラ
）　

ほ
か

■
入
場

無
料
（
予
約
不
要
）

■
協
賛

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会

※ 

２
月
１
日
に
開
催
す
る
第
２
回

リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
43
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
津

☎
０
９
０（
４
２
１
７
）０
２
０
４

　

小
山
北
桜
高
等
学
校

「
北
桜
祭
」の
ご
案
内

11/15■
日
時
（
一
般
公
開
）

11
月
15
日
㈯

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

小
山
北
桜
高
等
学
校

■
内
容

・ 
展
示
（
総
合
産
業
高
校
の
学
習

内
容
の
紹
介
、
ド
イ
ツ
国
際
交

流
活
動
な
ど
）

・ 

農
作
物
・
加
工
品
・
作
品
の
即

売
（
米
、
ネ
ギ
、
白
菜
、
大

根
、
里
芋
、
植
木
、
シ
ク
ラ
メ

ン
、
苗
木
、
食
パ
ン
、
小
山
和

牛
入
り
か
ん
ぴ
ょ
う
カ
レ
ー
パ

ン
、
櫻
サ
ク
ラ

笑サ
ク

ッ
キ
ー
な
ど
）、
工

業
生
徒
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

販
売

・ 

櫻さ
く
ら

笑さ
く（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
部
）

に
よ
る
演
舞

※ 

Ｊ
Ｒ
小
金
井
駅
と
学
校
間
の
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。（
運
行
時
刻
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

※ 

各
自
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
小
山
北
桜
高
等
学
校

☎（
49
）２
９
３
２

栃
木
特
別
支
援
学
校

創
立
40
周
年
記
念
行
事

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」

11/15
児
童
・
生
徒
に
よ
る
演
技
発
表
、

学
習
発
表
や
作
業
製
品
の
即
売
、

模
擬
店
等
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
15
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
場
所

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　
（
栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３
）

■
そ
の
他

当
日
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

☎
０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

Ｅ
Ｃ
Ｏ
テ
ッ
ク
＆
ラ
イ
フ

と
ち
ぎ
開
催

12/6～7
12
月
の
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

で
、
栃
木
県
内
最
大
の
エ
コ
の
祭

典
と
し
て
今
年
で
12
回
目
を
迎
え

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く
の
企

業
や
団
体
に
よ
る
、
様
々
な
環
境

に
関
わ
る
活
動
、
取
り
組
み
、
商

品
な
ど
を
い
ち
早
く
学
べ
、
来
場

の
皆
さ
ま
が
、
ご
家
庭
で
す
ぐ
実

践
で
き
る
エ
コ
ア
イ
デ
ィ
ア
が
見

つ
か
る
楽
し
い
催
し
で
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
エ

コ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

12
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

　

大
展
示
場
、
屋
外
展
示
場

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
7
3
）9
1
0
1

お
知
ら
せ

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

小
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
（
し

も
つ
け
心
の
会
）
か
ら
、
金
３
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
は
、
青
少
年
健
全
育
成

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
は「
Ｓ
マ
ー
ク
」

標
準
営
業
約
款
普
及
登
録

促
進
月
間
で
す

理
容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
、
め
ん
類
業
飲
食
店
、
一

般
飲
食
店
の
お
店
選
び
は
、
厚
生

労
働
大
臣
認
可
の
Ｓ
マ
ー
ク
登
録

店
で
！

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人　

栃
木
県
生
活

衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
6
6
0
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2

屋
外
拡
声
器
な
ど
を
用
い
た

全
国
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す

採
取
日

採水場所 セシウム134 セシウム137
基準値

（セシウム134及び137の合計） 10Bq/kg

水
道
施
設

９
月
２
日

南河内第 1配水場 不検出 不検出
石橋第 1 配水場 不検出 不検出
国分寺第 1配水場 不検出 不検出
南河内第 2配水場 不検出 不検出
石橋第 2 配水場 不検出 不検出
国分寺第 2配水場 不検出 不検出

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

11
月
28
日
㈮ 

午
前
11
時
頃
に 

実
施
し
ま
す

地
震
な
ど
の
災
害
時
や
武
力
攻

撃
時
に
、
国
の
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム（
Ｊ

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）（
※
１
）

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、

確
実
に
皆
様
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、

全
国
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

下
野
市
で
も
、
下
野
市
防
災
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム（
※
２
）に
よ
る
情

報
伝
達
手
段
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

災
害
等
発
生
に
よ
り
訓
練
が
延

期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
訓
練
内
容

屋
外
拡
声
器
及
び
公
共
施
設

内
・
学
校
施
設
内
の
告
知
端
末
機

に
よ
る
訓
練
放
送

市
内
64
か
所
に
設
置
し
て
あ
る

屋
外
拡
声
器
及
び
市
内
の
公
共
施

設
内
，
学
校
施
設
内
計
49
か
所
よ

り
次
の
放
送
内
容
が
一
斉
に
放
送

さ
れ
ま
す
。

○
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、 

テ
ス
ト
で
す
。」 

×
３
回
く
り
か
え
し　　
　

下
野
市
以
外
の
地
域
で
も
、
同

日
に
全
国
的
に
様
々
な
情
報
伝
達

手
段
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

（
※
１
） Ｊ

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
ジ
ェ
イ
・

ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
地
震
な

ど
の
災
害
時
や
武
力
攻
撃
時

に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊

急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

（
※
２
） 下
野
市
防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
と
は
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）

に
よ
り
受
信
し
た
緊
急
情
報

を
、
市
内
に
設
置
し
た
屋
外

拡
声
器
及
び
、
公
共
施
設
内
、

学
校
施
設
内
の
放
送
設
備
か

ら
自
動
放
送
を
行
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　
　
　

 　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
し
た
い
市
か
ら
の
重

要
な
事
項
を
放
送
す
る
ほ
か
、

定
時
に
音
楽
も
放
送
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）５
５
５
５

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課　

☎（
48
）２
１
２
１

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）

の
紹
介

10
月
1
日
付
け
で
、
海
老
原
冨

美
男
氏
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

海
老
原
氏
に
は
平
成
17
年
か
ら
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
も
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
お
受
け

す
る
ほ
か
、
電
話
等
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
全
国
統
一
電
話
番
号

０
５
７
０

０
０
３

１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く

　

と
お
ば
ん
）
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斎
場
使
用
料
補
助
金
に

つ
い
て

管
外
の
斎
場
（
火
葬
場
）
を
使

用
し
管
外
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
、

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
時
、
管
外
料
金
を
全
額
支
払

っ
て
い
た
だ
き
、
補
助
金
申
請
・

請
求
後
に
市
よ
り
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

亡
く
な
ら
れ
た
方
ま
た
は
斎
場

使
用
申
請
者
が
下
野
市
民
で
あ
る

こ
と

■
対
象
施
設

全
国
全
て
の
斎
場
で
の
火
葬
及

び
待
合
室

※ 「
宇
都
宮
市　

悠
久
の
丘
」及
び

「
小
山
聖
苑
」
は
式
場
、
控
室
、

霊
安
室
等
も
補
助
対
象
。

■
補
助
限
度
額

・
火
葬　
　

５
８
，８
０
０
円

・
待
合
室　

１
６
，５
１
０
円

・ 

式
場
等　

管
外
料
金
と
管
内
料

金
の
差
額

■
申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に
領
収
書

を
添
付
し
、
国
分
寺
庁
舎
環
境
課

ま
た
は
市
民
課
南
河
内
窓
口
・
石

橋
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
管
外
斎
場

・
石
橋
地
区
の
方
：
全
て
の
斎
場

・
国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
方
：

　

小
山
聖
苑
以
外
の
斎
場

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
☎（
40
）５
５
５
９

特
別
永
住
者
の
方
へ

「
特
別
永
住
者
証
明
書
」へ
の

切
替
え
は
お
済
で
す
か
？

特
別
永
住
者
の
方
で
現
在
お
使

い
の
「
外
国
人
登
録
証
」
の
次
回

確
認
（
切
替
）
申
請
期
間
が

① 

平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で
の
方

は
、
平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で

② 

平
成
27
年
７
月
９
日
以
降
の
方

は
、
次
回
確
認
（
切
替
）
申
請

期
間
の
初
日
ま
で
に
、「
特
別

永
住
者
証
明
書
」
へ
の
切
替
え

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
７
月
８
日
の
数
か
月

前
か
ら
は
大
変
な
混
雑
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
の
切
替
え
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
外
国
人
在
留
総
合

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０ （ 

01
）３
９
０
４

（
平
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

○
市
民
課

☎（
40
）５
５
５
７

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）で
住
民
票
や

印
鑑
証
明
書
が

コ
ン
ビ
ニ
で
と
れ
ま
す

下
野
市
で
は
、
住
基
カ
ー
ド
を

使
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
証
明
書
を
交
付
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
場
所

全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・

サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
に
設
置
さ

れ
た
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
証
明

書
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
取
得
で
き
る
証
明
書

「
住
民
票
の
写
し
」及
び「
印
鑑

証
明
書
」
の
２
種
類

※ 

印
鑑
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は

印
鑑
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

■
必
要
な
も
の

ご
利
用
に
は
住
基
カ
ー
ド
及
び

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※ 

事
前
に
ご
本
人
が
来
庁
し
て
市

民
課
窓
口
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
で
す
。

■
利
用
時
間

午
前
6
時
30
分
〜
午
後
11
時

※
年
末
年
始
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日

を
除
く
。

■
手
数
料　

１
通
2
0
0
円

※ 

市
民
課
窓
口
で
の
交
付
手
数
料

は
1
通
3
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
作
成
や
利
用
登

録
に
つ
い
て
は
市
民
課
窓
口
で
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

☎（
40
）5
5
5
7

11
月
１
日
〜
30
日
は

労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

「
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）」
は
、
労
働
者
の
業
務
上

ま
た
は
通
勤
途
上
で
の
負
傷
な
ど

と
失
業
の
場
合
に
保
険
給
付
を
行

う
も
の
で
、
労
働
者
を
使
用
す
る

事
業
主
は
法
律
で
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
手
続
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
で

加
入
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
栃
木
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
2
8
2（
24
）7
7
6
6

・
小
山
公
共
職
業
安
定
所

☎（
22
）1
5
2
4

平
成
27
年
度
・
28
年
度

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

入
札
参
加
者
資
格
審
査
の

申
請
に
つ
い
て

（
物
品
購
入
等
・
建
設
工
事
・
建

設
関
連
業
務
委
託
）

■
受
付
期
間

11
月
17
日
㈪
〜
12
月
5
日
㈮

（
必
着
）
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

■
提
出
方
法

郵
送
（
郵
便
書
留
）。（
持
参
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。）

※ 

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
管
内

市
町
に
本
店
ま
た
は
支
店
及
び

営
業
所
を
有
す
る
方
は
持
参
に

よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

■
申
請
書
類
及
び
申
請
要
綱
の
入

手
方
法

　

申
請
書
は
、
小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
総
務
課
窓
口
（
無
料
）
ま

た
は
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.

city.oyam
a.tochigi.jp/kouiki/

）

に
て
入
手
で
き
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
3

0
0
4
3

小
山
市
大
字
塩
沢
６
０
４
番
地

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

総
務
課
管
理
係

☎（
22
）3
2
2
8
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柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
ら
れ
る
方
へ

■
国
民
健
康
保
険
の
対
象
と
な
る

施
術
に
つ
い
て

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復

師
が
行
う
施
術
に
つ
い
て
は
、
日

常
生
活
の
中
で
の
打
撲
、ね
ん
ざ
、

挫
傷
（
肉
ば
な
れ
等
）、
骨
折
・

脱
臼
の
応
急
手
当
（
応
急
手
当
後

の
施
術
は
医
師
の
同
意
が
必
要
）

な
ど
、
原
因
が
は
っ
き
り
と
し
て

い
る
外
傷
性
の
ケ
ガ
に
対
す
る
施

術
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・ 

単
な
る
肩
こ
り
や
、
肉
体
疲
労

の
回
復

・
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

・ 

神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
関
節
炎

な
ど
に
よ
る
凝
り
や
痛
み

・
交
通
事
故
が
原
因
の
場
合

・ 

業
務
上
の
負
傷
（
労
災
に
該
当

す
る
場
合
）

■
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
る

と
き
の
注
意
点

○ 

負
傷
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま

し
ょ
う
。

○ 

病
院
と
の
重
複
受
診
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
定
期

的
な
医
師
の
検
査
や
、
継
続
し

て
施
術
が
必
要
か
ど
う
か
の
確

認
の
た
め
の
受
診
を
除
く
。）

○ 

領
収
書
を
必
ず
受
け
取
り
ま

し
ょ
う
。

○ 「
療
養
費
支
給
申
請
書
」の
内
容

を
よ
く
確
認
し
、署
名
し
ま
し
ょ

う
。

■
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

医
療
費
は
み
な
さ
ま
の
保
険
料

や
自
己
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
国
民
健
康

保
険
の
使
え
る
範
囲
を
正
し
く
理

解
し
、
適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が

医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。納

め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
を

適
正
に
使
用
す
る
た
め
に
、
施
術

内
容
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）5
5
5
6

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

犯
罪
の
起
き
に
く
い
ま
ち
づ
く

り
と
地
域
防
犯
力
の
向
上
を
目
的

に
、
自
治
会
・
商
店
街
等
の
地
域

団
体
及
び
商
業
施
設
等
が
新
設
す

る
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体
等

① 

下
野
市
内
の
自
治
会
、
商
店
街
、

地
域
防
犯
団
体
等
の
一
定
地
域

の
住
民
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
団
体
（
地
域
団
体
）

② 

下
野
市
内
の
小
売
店
、
金
融
機

関
、
事
業
所
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、

駅
、
駐
車
場
等
の
経
営
者
（
商

業
施
設
等
）

※ 

補
助
対
象
と
な
る
防
犯
カ
メ
ラ

は
屋
外
に
設
置
す
る
も
の
の
み
。

※ 
地
域
の
防
犯
の
た
め
に
設
置
す

る
防
犯
カ
メ
ラ
が
補
助
対
象
と

な
る
た
め
、
地
域
の
防
犯
に
協

力
い
た
だ
け
る
団
体
が
対
象
。

■
補
助
対
象
経
費

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
係
る

①
機
器
購
入
費

②
工
事
費

③ 「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」等
の
看

板
作
製
費

※ 

保
守
、
修
理
、
電
気
料
金
等
の

維
持
管
理
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
の
額

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
・
設

置
等
に
要
し
た
費
用
の
2
分
の
1

（
上
限
30
万
円
、
1
，0
0
0
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

■
申
請
方
法

補
助
対
象
と
な
る
防
犯
カ
メ
ラ

を
購
入
す
る
前
に
、
申
請
書
（
生

活
安
全
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
に

① 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
団
体
の

総
意
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
書
類

② 

防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理
責
任
者
及

び
取
扱
者
を
定
め
た
書
類

③
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
誓
約
書

④ 

防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
等
に
要
す

る
費
用
の
見
積
明
細
書

⑤ 

設
置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
仕
様

を
明
ら
か
に
す
る
カ
タ
ロ
グ
類

⑥ 

防
犯
カ
メ
ラ
の
撮
影
対
象
区
域

を
明
ら
か
に
し
た
写
真

⑦ 

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場
所

を
表
示
し
た
見
取
り
図

⑧ 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
場
所
所
有
者

の
許
可
書
を
添
え
て
、
生
活
安

全
課
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
機
器
購
入
前
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。）

■
審
査

申
請
内
容
に
基
づ
き
審
査
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
審
査
結

果
に
よ
り
、
不
交
付
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。）

そ
の
他
、
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

（
国
分
寺
庁
舎
）

生
活
安
全
課

☎（
40
）５
５
５
５

お
詫
び
と
訂
正

広
報
10
月
号
10
ペ
ー
ジ
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。普

通
財
産（
市
有
地
）公
売
物

件
一
覧
表
に
お
い
て「
№
７（
下

古
山
三
丁
目
12 

25
）」
と
「
№

８
（
花
の
木
三
丁
目
83
―
13
、

花
の
木
三
丁
目
６
７
７
―
11
）」

が「
一
括
公
売
」と
表
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
括
公
売
は
№

８
の
み
と
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報
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下
野
市
観
光
振
興
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

下
野
市
の
地
理
的
・
歴
史
的
特

性
と
市
内
各
地
域
の
観
光
資
源
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
を
推
進
す
る

「
下
野
市
観
光
振
興
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

人
と
人
と
の
交
流
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
さ
ら
に
、

交
流
を
通
じ
て
市
民
が
下
野
市
の

魅
力
を
再
認
識
し
、
地
域
に
誇
り

を
も
ち
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
推
進
す

る
た
め
の
取
組
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

◇
計
画
期
間

平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

の
５
年
間
と
し
ま
す
。

◇
指
標

市
の
観
光
入
込
客
数
の
10
％
増

加
を
目
標
に
し
ま
す
。

◇
基
本
方
針

『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』

　

 　
「
観
光
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
融
合
を
図
り
ま
す
。

　

 『
住
ん
で
よ
い
ま
ち
、
来
て
み

て
よ
い
ま
ち
』

住
ん
で
い
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
自
分
た
ち
の
生
活
を

楽
し
み
、
そ
こ
を
訪
れ
た
人
に

も
そ
の
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
も

ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
来
訪
者
と
の
交
流

に
よ
り
、
市
民
が
地
域
の
持
つ

価
値
に
気
付
き
、
磨
き
あ
げ
、

地
域
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
ま

す
。

◇
目
指
す
べ
き
将
来
像

　

 『
四
季
の
自
然
と
豊
か
な
歴
史
・

文
化
が
薫
る
下
野
市
』

　

 　

下
野
市
の
観
光
環
境
を
さ
ら

に
磨
い
て
、
人
が
輝
き
、
地
域

が
輝
く
ま
ち
を
創
り
ま
す
。

　

 　

そ
し
て
、
訪
れ
た
人
が
も
う

一
度
来
た
く
な
る
ま
ち
に
し
ま

す
。

◇
施
策
体
系

計
画
実
現
の
た
め
の
柱
と
し
て
、

５
つ
の
基
本
施
策
を
設
定
し
ま
し

た
。

◆
基
本
施
策
１

　
「
ま
ほ
ろ
ば
」
の
環
境
を
楽
し

む
（
ま
ほ
ろ
ば
と
は
、
素
晴
ら
し

い
場
所
、
住
み
よ
い
場
所
と
い
う

意
味
の
古
語
）

◆
基
本
施
策
２

新
し
い
楽
し
さ
を
創
る

◆
基
本
施
策
３

市
民
主
体
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

◆
基
本
施
策
４

観
光
ま
ち
づ
く
り
産
業
を
育
む

◆
基
本
施
策
５

観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
仕
組

づ
く
り

◇
連
携
と
協
調

目
指
す
べ
き
将
来
像
へ
向
か
う

た
め
、
市
民
、
事
業
者
、
観
光

協
会
及
び
市
が
深
く
か
か
わ
り
、

各
々
が
そ
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、

協
働
の
手
法
を
取
り
入
れ
つ
つ
事

業
に
取
り
組
み
、
相
互
に
連
携
し

ま
す
。

ま
た
、
下
野
市
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
が
向
う
べ
き
方
向
性
を
共
有

し
、
下
野
市
の
新
た
な
魅
力
の
た

め
に
協
調
し
て
い
き
ま
す
。

◇
観
光
振
興
計
画
の
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
商
工
観
光
課
窓
口
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

☎（
48
）２
１
１
２

道
の
駅
し
も
つ
け

出
荷
者
協
議
会
青
年
部
が

発
足
し
ま
し
た

道
の
駅
し
も
つ
け
出
荷
者
協
議

会
青
年
部
で
は
、
出
荷
者
と
し
て

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
若
手
出
荷
者

の
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
道
の
駅
し

も
つ
け
を
盛
り
あ
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
26
年
8
月
29
日

に
会
員
20
名
で
設
立
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
販
路
開
拓
の
勉
強
会

や
独
自
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

上
野
フ
ァ
ー
ム　

上
野
和
則

　

shim
otsuke.seinen@

　

gm
ail.com

個
人
事
業
税
の
納
税
に

つ
い
て

平
成
25
年
中
に
個
人
で
事
業
を

営
ま
れ
て
い
た
方
に
、
個
人
事
業

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
２
９
０
万
円
を
引
い

た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
金
額

と
な
り
ま
す
。

■
税
率

○
第
１
種
事
業

　

物
品
販
売
業
、
製
造
業
、
不
動

産
貸
付
業　

等 

５
／
１
０
０

○
第
２
種
事
業

　

畜
産
業
、
水
産
業
、
薪
炭
製
造

業 

４
／
１
０
０

○
第
３
種
事
業

　

医
業
、
弁
護
士
業
、
理
美
容
業

　

等 

５
／
１
０
０

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
等
の  

業　

等 

３
／
１
０
０

■
納
期
限

第
２
期
分
の
納
期
限
は
、
12
月

１
日
㈪
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
栃
木
県
税
事
務
所

個
人
事
業
税
担
当

☎
０
２
８
２（
23
）３
４
１
４

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

くらしの情報
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母
子
父
子
家
庭
・
寡
婦
の

方
に
各
種
貸
付
の
ご
案
内

高
校
・
大
学
等
進
学
や
就
職
を

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
、
必

要
な
資
金
を
貸
付
し
て
い
ま
す
。

父
子
家
庭
の
方
も
貸
付
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

・ 

就
学
支
度
資
金
（
入
学
時
に
必

要
な
資
金
）

・ 

修
学
資
金
（
授
業
料
、
書
籍
代

等
）

・ 

就
職
支
度
資
金
（
就
職
に
必
要

な
被
服
等
の
購
入
資
金
）

※ 

育
英
資
金
、
そ
の
他
の
制
度
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

ほ
か
に
、
技
能
習
得
資
金
、
修

業
資
金
、
生
活
資
金
、
結
婚
資

金
、
医
療
介
護
資
金
、
住
宅
資

金
等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
開
催（
12
月
）

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

12
月
11
日
㈭

午
後
2
時
〜
4
時

■
場
所

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

新
館
２
階
会
議
室

■
内
容

・
ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー「
補
完
代
替

療
法
に
つ
い
て
」

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

・
自
由
な
語
り
合
い

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

が
ん
相
談
支
援
室

☎（
58
）7
1
0
7

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ

子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
健
康

講
演
会
の
お
知
ら
せ

自
治
医
科
大
学
と
ち
ぎ
子
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
花
咲
ｊ
ｉ
ｉ
で
は
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
16
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場
所　

自
治
医
科
大
学
内

　

地
域
医
療
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー

　

中
講
堂

■
講
演
者

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
長

山
形　

崇
倫　

氏

■
テ
ー
マ

最
近
話
題
の
感
染
症

■
参
加
費　

無
料

※ 
車
で
お
越
し
の
際
は
、
附
属
病

院
正
面
ま
た
は
子
ど
も
医
療
セ

ン
タ
ー
の
外
来
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

11
月
14
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
自
治
医
科
大
学
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

鈴
木

☎（
58
）７
８
１
５

（
40
）６
０
１
６

　

suzukif@
jichi.ac.jp

市
民
活
動
補
助
事
業

講
演
会「
元
Ｃ
Ａ（
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
）が
大
学
教
授
へ

転
身
し
た
道
の
り
か
ら
」

「
働
き
方
の
見
直
し
」「
女
性
が

活
躍
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど

を
伺
い
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆ 

や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
こ
な

い
。

☆
自
信
を
持
ち
た
い
。

☆ 

「
わ
た
し
」
ら
し
く
生
き
た
い
。

と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
13
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
開
場
１
時
）

■
会
場　

国
分
寺
公
民
館

　

視
聴
覚
室
（
２
階
）

■
講
師　

堀　

眞
由
美　

氏

　

 

白
鷗
大
学
経
営
学
部
教
授
、
下

野
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

員
長

■
費
用　

無
料

■
定
員　

約
１
０
０
名

※ 

託
児
有
り
ま
す
。
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
つ
ば
さ
の
会
下
野
支
部

　

山
口
☎（
53
）4
5
6
0

地
方
自
治
を
学
ぶ
会

公
開
学
習
会
開
催

「
市
民
力
っ
て
な
あ
に
？
」

第
２
次
世
界
大
戦
で
敗
戦
国
と

な
っ
た
西
ド
イ
ツ
で
は
、
民
主
主

義
を
維
持
す
る
た
め
の
国
策
と
し

て
、
政
治
教
育
が
行
わ
れ
、
東
西

ド
イ
ツ
統
一
後
も
し
っ
か
り
と
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
政

治
教
育
を
知
り
、
民
主
主
義
社
会

で
の
「
市
民
」
の
あ
り
方
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

■
日
時

11
月
22
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
会
場

国
分
寺
公
民
館　

視
聴
覚
室

■
講
師

近
藤　

孝
弘
氏

　

 

早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学

学
術
院
教
授
。
専
門
は
政
治
・

歴
史
教
育
学

■
参
加
費

５
０
０
円
（
資
料
代
）

■
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局　

楠

☎・
0
2
8（
6
8
2
）7
2
0
7

今
回
世
話
人　

村
尾

☎
・
（
44
）５
４
１
８

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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中
小
企
業
季
節
資
金（
年
末

資
金
）融
資
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
で
は
中
小
企
業
の
皆
様

に
年
末
の
運
転
資
金
の
融
資
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
融
資
対
象
者

　
栃
木
県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を

有
し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
及
び
事
業
協
同
組
合
等
の
皆
様

■
資
金
の
使
い
み
ち

商
品
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支

払
い
な
ど
の
季
節
的
な
運
転
資
金

■
融
資
額

企
業 

１
千
万
円
以
内

団
体 

１
億
円
以
内

■
融
資
利
率　

年
２
・
０
％
以
内

た
だ
し
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
付
す
る
場
合
は
、
年
１
・
５
％

以
内
（
責
任
共
有
制
度
対
象
外
）、

　

ま
た
は
年
１
・７
％
以
内（
責
任

共
有
制
度
対
象
）

■
融
資
期
間　

11
月
４
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日

■
申
し
込
み
先　

栃
木
県
内
に
本

店
を
有
す
る
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
の
営
業
店

■
申
込
期
限　

12
月
30
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
栃
木
県

経
営
支
援
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
１

「
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
改
正

ポ
イ
ン
ト
と
効
果
的
な
住
宅

省
エ
ネ
化
の
提
案
」講
習
会

■
日
程
及
び
会
場

時
間
は
い
ず
れ
の
日
程
も
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
15
分

・
第
１
回　

11
月
12
日
㈬

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　

大
会
議
室

・
第
２
回　

11
月
20
日
㈭

　

栃
木
市
役
所　

正
庁
Ａ

・
第
３
回　

12
月
12
日
㈮

栃
木
県
庁　

大
会
議
室
１

■
受
講
料　

無
料

■
講
師　

住
宅
性
能
評
価
・
表
示
協
会　

　

齋
藤　

卓
三
氏

■
内
容

○
第
１
部

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

 「
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
概
要

と
改
正
ポ
イ
ン
ト
」

①
制
度
の
概
要
と
見
直
し
内
容

　

 

②
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方

向
性
と
今
後
の
住
宅
の
在
り
方

○
第
２
部

午
後
３
時
〜
４
時
15
分

　

 「
工
務
店
の
た
め
の
住
宅
省
エ

ネ
化
提
案
」

　

 

①
設
備
機
器
に
よ
る
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
変
化
と
比
較

　

 

②
住
宅
の
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
等

機
器
、
設
備
機
器
に
よ
る
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
変
化
と

比
較

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
、
栃

木
県
県
土
整
備
部
住
宅
課
ま
で

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
8
4

0
2
8（
6
2
3
）2
4
8
9

　

kikaku-shien@
pref.　

　

tochigi.lg.jp

募　

集

臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

・
保
育
士
：
時
給
１
，
０
５
０
円

・
保
健
師
：
時
給
１
，
１
０
０
円

　

 （
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

 

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９
―
０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

☎（
52
）１
１
１
４

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

■
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）に
つ
い
て

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
要
員
を

養
成
す
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
予

定
者
等
を
対
象
に
採
用
し
、
３
年

終
了
時
に
は
高
等
学
校
卒
業
の
資

格
を
取
得
で
き
ま
す
。

在
学
中
は
特
別
職
国
家
公
務
員

と
し
て
学
生
手
当
が
支
給
さ
れ
、

卒
業
後
は
陸
上
自
衛
隊
の
ほ
か
、

防
衛
大
学
、
一
般
大
学
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
な
ど
様
々
な
進
路
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
応
募
資
格　

中
学
卒
業
者
（
見

込
み
含
）
17
歳
未
満
の
方
（
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
）

■ 

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈯
〜
平

成
27
年
１
月
９
日
㈮

■
試
験
期
日
等
（
１
次
試
験
）

平
成
27
年
１
月
24
日
㈯

※
受
験
会
場
は
別
途
ご
連
絡
し
ま

す
。

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎（
25
）４
７
６
３

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

くらしの情報

ヤマハ音楽教室 ヤマハ英語教室

自治医大センター
下野市医大前3丁目8-7

【お申込み・お問合せ】

TEL:0285-44-2066
◇受付時間 10:00 ～ 17:00　◇駐車場完備

Ｒ
４
自
治
医
大
駅

自治医大

さくら薬局
カワチ

ツタヤ

ガスト
足銀

★

１歳～３歳のお子様と保護者の方が対象の音楽ひろば

親子で思いっきり音楽を楽しめる「ドレミぱーく」

笑顔の輪がいっぱいに広がります。

参加費：１回５００円（税込）

日　時 : 11/25( 火 )13:30 ～ 14:15

　　　　12/16( 火 )13:30 ～ 14:15

形　態：45 分

申込方法：

お電話またはＨＰよりお申込みいただけます。

※定員に限りがございます。お早めにお申込み

ください。また、参加費は対象児１人につき

５００円 ( 税込 ) となっております。

ドレミぱーく

広告
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天
平
の
花
ま
つ
り

〜
１
日
出
店
者
募
集
〜

「
第
36
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

期
間
中
の
平
成
27
年
4
月
10
日
か

ら
30
日
ま
で
、
市
内
に
お
け
る
農

産
物
・
加
工
品
・
業
務
・
サ
ー
ビ

ス
・
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
出
店

し
て
み
た
い
！　

と
い
う
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
出
店
方
法

⑴ 

期
間
中
の
5
日
以
内
の
出
店
。

た
だ
し
、
飲
食
物
出
店
は
４
月

25
日
〜
29
日
に
限
る
。

⑵ 

市
観
光
協
会
の
用
意
す
る
テ
ン

ト
で
指
定
さ
れ
た
場
所
に
出
店

⑶ 

ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
禁
止
し

ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
類

第
36
回
天
平
の
花
ま
つ
り
「
１

日
出
店
」
申
込
書

■
受
付
期
間

11
月
10
日
〜
12
月
26
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人　

下
野
市
観
光

協
会
（
道
の
駅
し
も
つ
け
内
）

☎（
39
）６
９
０
０

天
平
の
花
ま
つ
り

出
店
者
募
集

「
第
36
回
天
平
の
花
ま
つ
り
」

を
平
成
27
年
3
月
20
日
か
ら
5
月

6
日
ま
で
天
平
の
丘
公
園
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
こ
の
花
ま
つ
り

を
盛
り
あ
げ
、
市
内
外
か
ら
訪
れ

て
い
た
だ
け
る
多
く
の
皆
様
に
花

ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
出
店
日
時

・
淡
墨
桜
期
間
（
出
店
は
任
意
）

３
月
20
日
〜
31
日

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
30
分

・
花
し
ら
べ
期
間（
出
店
は
任
意
）

４
月
１
日
〜
９
日
.

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

・
花
ま
つ
り
期
間

４
月
10
日
〜
30
日

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

・
５
月
連
休
期
間

５
月
１
日
〜
６
日

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
出
店
場
所

天
平
の
丘
公
園
内　

花
広
場

■
応
募
資
格（
全
て
を
満
た
し
た
方
）

⑴ 

本
市
に
引
き
続
き
10
年
以
上
住

所
を
有
す
る
者
、
法
人
に
あ
っ

て
は
そ
の
代
表

⑵ 

本
市
の
商
工
会
に
続
け
て
３
年

以
上
加
盟
し
て
い
る
者

⑶ 

市
税
及
び
市
に
対
す
る
公
共
料

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑷ 

登
記
簿
ま
た
は
定
款
の
目
的
欄

に
記
載
さ
れ
た
業
務
に
準
じ
た

出
店
で
あ
り
、
な
お
か
つ
営
業

許
可
を
有
し
て
い
る
者
。
個
人

事
業
に
あ
っ
て
は
営
業
許
可
を

有
し
て
い
る
者

⑸ 

名
義
貸
し
は
し
な
い
。
ま
た
、

出
店
者
の
家
族
（
法
人
に
お
い

て
も
代
表
者
及
び
そ
の
家
族
）

が
１
名
以
上
常
駐
す
る
こ
と

⑹ 

出
店
従
事
者
は
、
出
店
申
請
書

記
載
の
代
表
者
と
使
用
人
許
可

申
請
書
記
載
の
者
で
あ
る
こ
と
。

従
事
者
に
つ
い
て
は
、
検
便
な

ど
必
要
な
検
査
及
び
手
続
を
行

な
う
も
の
と
し
、
従
事
者
を
変

更
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る

⑺ 

市
指
定
規
格
の
小
屋
に
よ
る
出

店
で
あ
る
こ
と

⑻ 
出
店
者
は
、
花
ま
つ
り
期
間
中

の
運
営
が
効
率
的
に
進
行
で
き

る
よ
う
出
店
協
力
会
に
加
入
す

る
こ
と

⑼ 

花
ま
つ
り
の
期
間
（
4
月
10
日

〜
5
月
6
日
）
連
続
し
て
出
店

す
る
こ
と
。

　

た
だ
し
、
3
月
20
日
〜
4
月

９
日
の
期
間
は
任
意

※ 

条
件
を
満
た
す
出
店
希
望
者
が

25
店
舗
を
超
え
た
と
き
は
、
下

野
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
使
用
審
査

会
が
決
定
す
る
。

■
申
込
書
類

⑴
イ
ベ
ン
ト
広
場
使
用
許
可
申
請

書・
添
付
書
類

① 

上
・
下
水
道
料
金
納
入
証
明

書
②
納
税
証
明
書

③
店
舗
内
レ
イ
ア
ウ
ト

④ 

商
工
会
会
員
証
明
書
発
行
願

い
（
兼
）
会
員
証
明
書

⑵
使
用
人
許
可
申
請
書

　

 　

様
式
は
下
野
市
観
光
協
会
、

　

 

市
内
各
商
工
会
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

11
月
10
日
〜
28
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人　

下
野
市
観
光

協
会
（
道
の
駅
し
も
つ
け
内
）

☎（
39
）６
９
０
０

　

http://w
w
w
.shim

otsuke-

　

ta.com
/

くらしの情報
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

小
規
模
特
認
校
制
度
に
よ
る

平
成
27
年
度
児
童
を

募
集
し
ま
す

下
野
市
に
お
い
て
小
規
模
特
認

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
細
谷
小
学

校
及
び
国
分
寺
西
小
学
校
の
平
成

27
年
度
入
学
の
児
童
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
期
間

11
月
4
日
㈫
～
12
月
26
日
㈮

■
募
集
人
数

・
細
谷
小
学
校�

５
名
程
度

・
国
分
寺
西
小
学
校�

10
名
程
度

※�

受
付
期
間
終
了
後
も
申
請
者
数

が
募
集
人
数
に
満
た
な
い
場
合

は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
就
学
条
件

・�

１
年
間
以
上
の
通
年
通
学
が
で

き
る
こ
と

・�

小
規
模
特
認
校
の
教
育
活
動
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
賛
同
、協
力

で
き
る
こ
と

・�

通
学
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

負
担
と
責
任
に
お
い
て
行
う
こ

と
■
申
請
方
法

「
小
規
模
特
認
校
就
学
申
請
書
」

を
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
、
各
小
規
模
特
認
校
、

教
育
総
務
課
窓
口
、
学
校
教
育

課
窓
口
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
で
き
ま
す
。

■
留
意
事
項

申
請
に
際
し
て
は
、
事
前
に
保

護
者
と
児
童
で
学
校
見
学
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
見
学
に

つ
い
て
は
直
接
学
校
へ
連
絡
し
、

日
程
等
の
調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
許
可
通
知
等

平
成
27
年
1
月
末
日
ま
で
に
保

護
者
宛
て
通
知
し
ま
す
。

入
学
許
可
後
、
事
実
と
異
な
る

申
請
や
制
度
の
趣
旨
に
添
わ
な
い

事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、
入
学
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
☎（
52
）1
1
1
8

第
２
回
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

ご
自
慢
の
音
楽
を
奏
で
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
日
時

平
成
27
年
２
月
１
日
㈰

　

�

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分　

予
定

■
場
所

　

�

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

■
条
件

年
齢
、
レ
ベ
ル
、
楽
器
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
類

の
使
用
は
不
可
で
す
。

■
持
ち
時
間

１
組
５
分
程
度

■
参
加
費

１
人
１
，０
０
０
円

■
申
込
締
切

12
月
20
日
ま
で

■
主
催

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ　

Ｍ
ａ
ｋ
ｅ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

代
表　

阿
久
津

☎
0
9
0（
4
2
1
7
）0
2
0
4

　

chikuw
an1122@

　

docom
o.ne.jp

相
　
談

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
を
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
配
偶
者
・
パ

ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等

様
々
な
女
性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

強
化
週
間
中
は
、
女
性
の
人
権

問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が

担
当
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

■「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
全
国
共
通
番
号
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

※
相
談
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

子
育
て
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
⁉

市
民
活
動
補
助
事
業
「
け
や
き

サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
は
、
経
験
豊
か

な
講
師
の
先
生
を
招
い
て
、
障
が

い
の
あ
る
子
供
の
育
児
に
つ
い
て

語
り
合
う
会
を
行
い
ま
す
。
一
人

で
抱
え
こ
ま
ず
に
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

11
月
28
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

９
時
30
分　

受
付
開
始

■
会
場　
下
野
市
こ
ど
も
通
園
セ

ン
タ
ー
「
け
や
き
」（
駅
東
３
―

１

―

19　

国
分
寺
図
書
館
隣
）

■
講
師

　
日
本
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
学
会

理
事　

寺
山
千
代
子　
先
生

■
参
加
費　
無
料　

■
対
象
者　
障
が
い
児
者
の
ご
家

族
、
一
般
の
方
で
関
心
の
あ
る
方
。

■
お
願
い　
駐
車
場
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
乗
り
合
わ
せ
な
ど
の

ご
配
慮
を
お
願
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

①�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
け
や
き

　

（
37
）７
７
７
３

　

氏
名
、
人
数
記
入
の
上
送
信

②
電
話
：
事
務
局　

岸

☎（
40
）０
９
０
９

くらしの情報

薪ストーブ専門店

ファイヤーライフ真岡
真岡市下高間木2-9-2　TEL0285-85-5687

http://www.firelife.jp　Open10:00〜 18:00　水曜日定休

◎薪ストーブ販売・設計施工・アクセサリー・薪販売
　薪割り体験・薪ストーブクッキング実演開催中 !!

全国 26店舗　安全安心な施工ネットワーク

広告
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くらしの情報

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容　

相
続
や
遺
言
、
農

地
転
用
、
開
発
行
為
な
ど
役
所
に

提
出
す
る
書
類
や
手
続
に
関
す
る

こ
と
。
ま
た
成
年
後
見
、
離
婚
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時　

11
月
27
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

4
名
（
要
事
前
予
約
）

■
相
談
時
間　

１
相
談
者
あ
た
り

概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　

11
月
26
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間　

１
相
談
者
あ
た
り

概
ね
30
分
間
（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）６
３
１
２

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１

23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

監
事　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎
（
21
）
６
３
１
２

○
下
野
市
医
大
前
３

10

13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島
陽
子

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所　

☎（
44
）４
９
１
７

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

借
金
問
題
解
決
の
た
め
の
消
費

者
向
け
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

※ 

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
申
し

込
み
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間　

午
後
１
時
〜
５
時

■
日
程
・
会
場

①
11
月
17
日
㈪

大
田
原
市
役
所
湯
津
上
支
所

②
11
月
18
日
㈫

宇
都
宮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

③
11
月
28
日
㈮

栃
木
県
足
利
庁
舎

■
申
し
込
み
先

①
大
田
原
市
生
活
環
境
課

☎
0
2
8
7（
23
）8
8
3
2

②
宇
都
宮
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
1
6
）1
5
4
7

③
足
利
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8
4（
73
）1
2
1
1

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
4
4

就　

職

県
南
産
業
技
術
専
門
校

○
１
月
訓
練
生
募
集

■
訓
練
科
・
定
員

・
機
械
加
工
科　

５
名

・
板
金
溶
接
科　

５
名

■
訓
練
期
間　

１
月
６
日
〜
６
月

　

23
日
（
６
か
月
）

■ 

対
象
者　

就
職
の
た
め
の
技
術

を
身
に
つ
け
た
い
方（
求
職
者
等
）

■ 

費
用　

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
等
自
己
負
担
あ
り
）

■
募
集
期
間　

11
月
４
日
〜
21
日

■
選
考
日　

11
月
28
日

■
そ
の
他

・
施
設
内
見
学
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

・
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

○「
技
能
講
習
会
」の
開
催

■
申
込
締
切

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

　
（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

　
（
茨
城
県
と
の
合
同
開
催
）

■
日
時　

11
月
28
日
㈮

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
受
付

は
午
後
３
時
ま
で
）

■
会
場　

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

■
内
容　

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た

い
方
と
、
地
域
を
限
定
し
た
求
人

事
業
所
と
の
面
談
会
。
求
人
事
業

所
の
採
用
担
当
者
か
ら
仕
事
の
内

容
や
採
用
条
件
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
人
材
・
研

修
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
に
求
人
状

況
や
資
格
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

■
参
加
対
象

・ 

福
祉
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、

転
職
を
考
え
て
い
る
方
（
平
成

27
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
専
門

学
生
、
短
大
生
、
大
学
生
を
含

む
。）

・ 

福
祉
の
仕
事
や
資
格
取
得
に
興

味
の
あ
る
方

■
出
席
事
業
者

小
山
市
・
結
城
市
の
ほ
か
、
茨

城
県
県
西
地
域
の
事
業
者
（
37
事

業
所
）
が
出
席
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

講座名 定員 実施期間 受講料

文書データ処理
（Word2013活用編）

14
12月4日㈭～5日㈮
午前9時～午後4時

3,520円

TIG溶接 10
12月11日㈭～12日㈮
午後9時～午後4時

4,950円

※受講料は栃木県収入証紙でお支払いください。
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売
電
収
入
に
つ
い
て
の
過
剰
な

説
明
や
、
補
助
金
の
対
象
外
で
あ

る
の
に「
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
」

と
の
説
明
、
長
時
間
に
わ
た
る
勧

誘
等
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
取
り
、
事
業
者
の
対
応
を
含
め

て
比
較
し
、
納
得
で
き
る
事
業
者

と
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
せ

ず
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
条
件
、

発
電
量
や
売
電
量
の
目
安
な
ど
、

自
分
で
も
情
報
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
に

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能

で
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

ポ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
シ
ョ
ン
④

▽
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

　

効
果

① 

女
性
従
業
員
に
積
極
的
に
業
務

に
取
り
組
む
姿
勢
が
生
ま
れ
た
。

②
社
員
の
定
着
率
が
向
上
し
た
。

③ 

女
性
活
躍
の
た
め
の
社
内
制
度

見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

方
法
や
制
度
の
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
り
、
改
善
さ
れ
た
。

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
採
用
や

社
員
教
育
コ
ス
ト
が
減
少
し
た
り

社
内
の
業
務
改
革
が
進
展
す
る
ほ

か
、
社
内
全
体
が
活
性
化
す
る
な

ど
、
企
業
経
営
全
体
に
と
っ
て
も
、

プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
企

業
イ
メ
ー
ジ
も
向
上
し
ま
す
。

【
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
】

　

固
定
的
な
男
女
の
役
割

分
担
意
識
や
過
去
の
経
緯

か
ら
、
男
女
社
員
の
間
に

差
が
生
じ
て
い
る
場
合
、

格
差
を
解
消
し
よ
う
と

個
々
の
企
業
が
行
う
自
主

的
か
つ
積
極
的
な
取
組
の

こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎（
40
）５
５
５
０

　

国
分
寺
境
内
で
は
、
毎
年
７

月
の
お
祭
り
前
日
、
夕
方
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
相
撲

を
取
る
、「
宵
待
ち
相
撲
」
風

習
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
子
孫
繁
栄
や
五
穀

豊
穣
を
祈
念
し
て
、
神
社
な
ど

で
相
撲
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
現
代
で
も
多
く
の
地
方
で

み
ら
れ
ま
す
。

　

相
撲
の
歴
史
は
非
常
に
古
く
、

古
墳
時
代
の
埴
輪
で
も
力
士
の

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。「
日
本
書

紀
」
に
は
野の
み
の見
宿す
く
ね禰
当た
い
ま
の麻
蹴け
は
や速

の
戦
い
が
記
さ
れ
、
力
士
同
士

の
戦
い
の
最
古
の
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
わ
し
」を
締
め
て
戦
う
姿

は
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、
相
撲
は

神
々
に
敬
意
と
感
謝
を
示
す
行

為
と
し
て
、
神
聖
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
大
相

撲
で
も
何
重
に
も
固
く
締
め

た
「
ま
わ
し
」
を
し
て
土
俵
に

あ
が
り
ま
す
が
、
そ
の
「
ま
わ

し
」
が
外
れ
る
と
、
外
れ
た
力

士
が
負
け
と
な
り
ま
す
。
滅
多

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
０
０
０

年
５
月
場
所
で
83
年
ぶ
り
に
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
が
売
り
切

れ
る
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
大
相
撲
の
決
ま
り
手

は
、
日
本
相
撲
協
会
が
定
め
た

相
撲
の
技
（
決
ま
り
手
）
82
手

と
、
非
技
（
勝
負
結
果
）
が
5

手
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
決
ま
っ

た
こ
の
と
の
な
い
幻
の
技
が
あ

る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
調
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 再

発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
つ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の

訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
！

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 47ページ

グリムフェスティバルの様子▶

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階

生
活
安
全
課
内　
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１
②⑥

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
９ 10 11 12 13 14 15
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
16 17 18 19 20 21 22
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
23 24 25 26 27 28 29
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
30
①⑤

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時～23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

１
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 30 24 25 26 27 28 29

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

１
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 30 24 25 26 27 28 29

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

１
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 30 24 25 26 27 28 29

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

11日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

18日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
19日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
11月4・11・18日、12月2・9日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談　11月25日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
11月10･17日､ 12月1･8･15日

（いずれも月曜日）
法律相談 11月13日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
11月7・14・21日、12月5・12日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　11月28日㈮
法律相談 12月11日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

11
月
天平公園 JAおやま女性会国分寺支部

花広場 お話ポケットの会

12
月
天平公園 下野市勤労者協議会

花広場 下町たのしみ会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　12月１日㈪
固定資産税・都市計画税 第3期
国民健康保険税 第5期
介護保険料 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期
■納期　12月１日㈪
国民年金保険料 10月分

　メールで気象情（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情
報などを配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

くらしの情報

日時 8 ･ 22日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

11⽉
霜⽉
しもつき

November

きらら館は
トレーニング室



4
祝！敬老　末永くお元気で

長生きってすばらしい！
ねんりんピックで真剣に囲碁を指す姿。
敬老会で絶え間なく広がる笑顔。
あふれる元気が会場を包みました。

2
3
自治基本条例
自治医科大学附属病院　連携協働コラム

6
9
Shimotsuke-City Topics　まちの話題
国民年金だより

10 市の便利なサービスをご紹介下野市を上手に、便利に、使いこなそう！

12 オレンジリボンキャンペーン11月は「児童虐待防止推進月間」です

14
15
市町村税徴収強化月間
オリジナルナンバー／「税を考える週間」
について／栃木税務署からのお知らせ

16

22

保健便り

24

26

Let’s SPORTS

国内交流／国際交流

27
28
国際交流員マシアスのコラム

30
31
32

図書館Library Information
読書人
新・下野市風土記

33
48
くらしの情報
男女共同参画事業
男女共同参画のつどい開催のお知らせ!

今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
右
上
館
の
窓
の
数　

②
右
上
館
の
屋
根
の
幅　

③
左
上
館
の
窓
が
１
枚
閉
じ
て
い
る

今月の何の日

11
月
11
日

お
り
が
み
の
日

　

１
枚
の
四
角
い
紙
か
ら
、
魔
法
の
よ
う
に

鶴
が
で
き
あ
が
る
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
折
り

紙
は
子
ど
も
に
は
魔
法
の
よ
う
で
し
た
。

　

数
字
の
「
１
」
が
４
つ
並
ぶ
こ
の
日
。
そ

の
１
を
正
方
形
の
折
り
紙
の
１
辺
と
し
、
全

部
で
４
辺
と
な
る
こ
と
か
ら
、
日
本
折
紙
協

会
が
制
定
し
ま
し
た
。
同
時
に
こ
の
日
は
世

界
平
和
記
念
日
で
も
あ
り
、
平
和
を
願
う
折

り
紙
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
「
不ふ

せ
つ切

正せ
い
ほ
う
け
い

方
形
一
枚
折
り
」
と
は
、
は
さ

み
を
使
わ
ず
、
正
方
形
１
枚
の
紙
か
ら
「
折

る
」
と
い
う
手
法
だ
け
で
作
品
を
作
る
こ
と

で
、
多
く
の
人
に
好
ま
れ
る
折
り
方
で
す
。

安
易
に
切
ら
ず
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
品
を

作
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
ま
で
布
で
包
ん
で
い
た
も
の
を

紙
で
包
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
折
り
目
を
気

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
武
家
の
作
法

に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
代
で
も

熨の

し斗
な
ど
に
名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
「
折
り
紙
」
は
書
画
や
刀
に
つ

け
ら
れ
る
鑑
定
書
の
意
味
も
あ
り
、「
折
り

紙
つ
き
」
の
慣
用
句
は
こ
こ
か
ら
き
て
い
ま

す
。

参
考
資
料
：
日
本
折
紙
協
会

http://w
w
w
.origam

i-noa.jp/

「せーの」巻きすを一斉に持ちあげ、クルンとま
るめると、壮観な長さ 20 ｍのかんぴょう巻きが
姿を現しました。
最後は参加者みんなで試食。見学者にもふるま
われ、美味しい「しもつけの味」を堪能しました。

Shimotsuke

広報しもつけ　2014.11
47



■人口と世帯（10 月 1日現在）
　　人口／60,243人（+35）、男性／29,995人（+15）、女性／30,248人（+20）、世帯数／22,530世帯（+32）

■
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
開
催
! !

　

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、
思
い
や

り
を
持
て
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
を
、
11

月
29
日
㈯
午
後
1
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
料
無
料
で
す
の
で
、
皆
様
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

《
第
一
部
》
腹
話
術　

男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぼ
う
！

　

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
永
山
登

志
子
さ
ん
が
、
親
し
み
あ
る
腹
話
術
を

披
露
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

 《
第
二
部
》
映
画
会　

家
族
の
絆
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
そ
し
て
父
に
な
る
」
を
上
映
し
ま
す
。

作
品
を
鑑
賞
し
て
、
家
族
の
絆
を
見
つ

め
直
し
子
育
て
や
家
族
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
第
三
部
》
茶
話
会〜

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
〜

　

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
等
が
、
お

茶
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

映
画
上
映
後
に
、
映
画
の
感
想
や
私

た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
気
軽
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

▼
映
画
会
終
了
後

　

午
後
３
時
25
分
頃
〜

▼
会
場

　

グ
リ
ム
の
館　

１
階
展
示
ロ
ビ
ー

■
託
児
も
あ
り
ま
す
！

　

６
か
月
〜
小
学
生
を
対
象
に
、
無
料

託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
11
月
17
日
㈪
ま
で
に

左
記
総
合
政
策
課
ま
で
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
10
名
）

■
問
い
合
わ
せ
・
託
児
申
し
込
み
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）５
５
５
０

11
月
29
日
㈯

　

午
後
1
時
〜
（
午
後
0
時
30
分　

開
場
）

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
下
野
市
下
古
山
７
４
７
番
地
）

■
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要

　

定
員
３
０
０
名（
先
着
順
）

男女共同参画事業　男女共同参画のつどい開催のお知らせ!
日 時

【
あ
ら
す
じ
】

　

主
人
公
：
野
々
宮
良
多
は
、
都
心
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
で
妻
の
み
ど
り
と

息
子
の
慶
多
と
幸
せ
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
慶
多
を
出
産
し

た
病
院
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
出
生
時
に
取
り
違
い
が
あ
り
、
慶
多
と
は
血
の

つ
な
が
り
が
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
取
り
違
え
ら
れ
た
相
手
方
の
家
族
と

対
面
・
交
流
し
、
つ
い
に
子
ど
も
の
交
換
を
行
う
が
…

【
出
演
】

　

福
山
雅
治　

尾
野
真
千
子　
　

他

入場無料

Ⓒ2013「そして父になる」製作委員会

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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